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日 時   令和４年１月２０日（木） 

午前９時 

場 所  別館２階 全員協議会室 

      

 

１ 市長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）朝霞市国土強靭化地域計画（素案）について 

（２）朝霞市犯罪被害者等支援条例制定について 

（３）水道料金及び水道利用加入金の改定額について 



国土強靭化地域計画の概要 

 

１ 策定の趣旨 

市民の生命を最大限守り地域社会の重要な機能を維持する「強さ」と、生活・経済

への影響、市民の財産及び公共施設の被害をできる限り軽減して迅速な復旧・復興が

できる「しなやかさ」を持ち、市民の安全・安心を守るよう備えるため、朝霞市国土

強靭化地域計画を策定します。 

 

２ 計画の位置付け 

本計画は、国の「国土強靭化基本計画」、「埼玉県地域強靭化計画」との調和を図り

つつ、「第５次朝霞市総合計画」が目指す長期的視点に立ち、地域強靭化を推進してい

くための基本目標、対策方針を定めるものです。 

また、本市の地域強靭化に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための指針と

して位置づけます。 

 

３ 計画期間 

本計画は、第５次朝霞市総合計画との整合・調和を図るため、令和４年度から令和

７年度までを計画期間とします。 

ただし、社会情勢等の変化や施策の進捗状況、朝霞市総合計画、朝霞市地域防災計

画の修正等を踏まえ、必要に応じて見直しを行うものとします 。 

 

 

計画の主な内容 

 

１ 強靭化を推進するための「基本目標」の設定 

２ 強靭化を推進するための「事前に備える目標（行動目標）」の設定 

３ 上記２の目標に対応させた、リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態）の

設定 

４ 「事前に備える目標（行動目標）」ごとに、強靭化に向けた主な取組及び行動 

５ 個別施策分野ごとの取組の方向性 

 



 

 

 

 

朝霞市国土強靭化地域計画 

（素案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４(２０２２）年 月 
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第１章 計画の概要 

 

１－１ 策定の趣旨 

国においては、東日本大震災の教訓を踏まえ、平成２５（２０１３）年１２月に「強

くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靭化基本法

（平成２５年法律第９５号。以下「基本法」という。）」を公布・施行し、平成２６（２

０１４）年６月に国の国土強靭化に係る国の他の計画の指針となる国土強靭化基本計

画（平成２６年６月３日閣議決定。平成３０年１２月１４日改定。以下「基本計画」

という。）を策定しました。 

基本法第１３条では、「都道府県又は市町村は、国土強靭化に関する施策の総合的

かつ計画的な推進を図るため、当該都道府県又は市町村の区域における国土強靭化に

関する施策の推進に関する基本的な計画（以下「国土強靭化地域計画」という。）を定

めることができる。」と規定しています。 

本市では、これまで地震、風水害等の災害を経験しており、これらの災害から学ん

だことを生かし、大規模自然災害が発生しても、市民の生命、身体及び財産と市民生

活や地域産業を守り、迅速な復旧・復興を果たすため、社会状況や地域特性を踏まえ

た大規模自然災害への脆弱性を平常時の備えにより克服（強靱化）することが必要で

す。 

以上のことから、市民の生命を最大限守り地域社会の重要な機能を維持する「強さ」

と、生活・経済への影響、市民の財産及び公共施設の被害をできる限り軽減して迅速

な復旧・復興ができる「しなやかさ」を持ち、市民の安全・安心を守るよう備えるた

め、朝霞市国土強靭化地域計画（以下「本計画」という。）を策定することとしました。 

 

１－２ 計画の位置付け 

本計画は、基本法第１３条に基づく「国土強靭化地域計画」として、「基本計画」、

「埼玉県地域強靭化計画(以下「県地域計画」という。)」との調和を図りつつ、「第５

次朝霞市総合計画」が目指す長期的視点に立ち、地域強靭化を推進していくための基

本目標、対策方針を定めるものです。また、本市の地域強靭化に関する施策を総合的

かつ計画的に推進するための指針として位置付けます。 

なお、本計画は発災前における平常時の施策を対象とした計画であり、災害対策基

本法に基づく「地域防災計画」は発災後の応急復旧のための役割ごとに実施主体と取

り組み内容を明確にすることが中心の計画です。 
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■ 朝霞市国土強靭化地域計画と関連計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 計画期間 

本計画は、令和４（２０２２）年度から令和７（２０２５）年度までを計画期間と

します。 

ただし、社会情勢等の変化や施策の進捗状況、朝霞市総合計画、朝霞市地域防災計

画の修正等を踏まえ、必要に応じて見直しを行うものとします 。 

  

国 

国土強靭化基本計画 

調和 朝霞市総合計画 

埼玉県 
地域強靭化計画 

調和 

朝霞市 
国土強靭化地域計画 

調和・連携 
役割分担 

整合 

調和 

国土強靭化に関する指針 分野別計画 

の指針 

朝霞市地域防災計画等の分野別計画（個別計画） 
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第２章 本市の概況 

 

２－１ 本市の自然条件 

（１）位置・面積 

本市は、県庁所在地であるさいたま市から約９km、東京都心から約２０km の距離

にあり、南は東京都練馬区、北は志木市、東は和光市、西は新座市、さらには荒川

を隔ててさいたま市、戸田市と隣接している。埼玉県南西部に位置し南北に約６．

３、東西に約４．６km、面積１８．３４㎢である。 

（２）地勢 

武蔵野台地と荒川低地に大別され、その間の斜面林が武蔵野の面影を残している。

また、荒川とほぼ並行して新河岸川が流れ、市の中央部には東西に黒目川が流れる

など、変化に富んだ地形となっている。 

（３）気象 

太平洋気候で内陸に位置しているため、夏季には南東の季節風により気温が上昇

し、日中はかなり高温となる。一方冬季は北北西の季節風によりかなり冷え込む日

がある。令和２（２０２０）年の最高気温は３９．５℃、最低気温は－２．５℃で、

年平均気温は、１６．５℃、年間降水量は、１，４５６．５㎜であった。 

（４）土地利用 

本市の地目別の面積割合は、宅地が市域の約４０％を占めておりベッドタウンと

して発展している。田、畑は年々減少し、山林及び原野は市域全体では約２％と少

ない。 
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２－２ 本市の社会状況 

（１）人口等 

本市の令和３（２０２１）年４月１日現在人口は、１４３，３８８人で、平成２

４（２０１２）年と比較すると１１，９６０人増加しており、人口は増加傾向にあ

る。 

 年齢別人口構成で見ると、令和３（２０２１）年現在の年少人口（０～１４歳）

の構成比は、１３．６％、生産年齢人口（１５～６４歳）は、６７．０％、高齢者

人口（６５歳以上）は、１９．４％である。平成２４（２０１２）年では、年少人

口（０～１４歳）の構成比は、１４．５％、生産年齢人口（１５～６４歳）は、６

９．０％、高齢者人口（６５歳以上）は、１６．４％となっており、少子高齢化が

進んでいることがわかる。 

（２）産業・経済 

平成２６（２０１４）年から平成３０（２０１８）における市内総生産は、１４

２億７,２００万円増加している。 

第１次産業においては、農業人口が、平成１２（２０００）年の５５６人（３３８

世帯）から令和２（２０２０）年の３２４人（１８６世帯）へと減少し、都市化が

進んだことによる耕地面積の減少も影響し、減少傾向となっている。逆に、第２次

産業の建設業や第３次産業の保健衛生・社会事業の生産が伸び、全体を押し上げて

いる。 

（３）交通 

  本市は鉄道駅周辺に都市機能が集約され、コンパクトな市街地が形成されており、

鉄道駅を拠点に路線バス、市内循環バスによって公共交通のネットワークが形成さ

れている。また、タクシー、福祉送迎バスや民間送迎バス、シェアサイクル等の多

様な移動手段を備え、交通サービスに優れた都市構造を有している。 

 市内には、東武東上線の朝霞駅と朝霞台駅、JR 武蔵野線の北朝霞駅がある。東京

都心に直結する東武東上線は、東京メトロ有楽町線、副都心線、東急東横線及び横

浜高速みなとみらい線との相互直通運転を行っており、東京都心のみならず、横浜

方面へのアクセスも容易となっている。 

 本市の南側は、国道２５４号が通り、東京都心と川越方面を連絡しているほか、

関越自動車道及び東京外かく環状道路とを結んでいる。また、国道２５４号の渋滞

緩和と主要幹線道路へのアクセス強化による県南西部地域の発展を目指し、和光市

内の東京外かく環状道路から朝霞市、志木市を経て富士見市に通じる国道２５４号

和光富士見バイパスの整備が進められている。 
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２－３ 大規模自然災害 

市内で被害が生じる大規模自然災害として、関東平野北西縁断層帯を震源とする地

震が発生すると、震度５強から６弱程度が想定されている。また、プレート境界型の

東京湾北部地震では、関東地方南部のいずれかで起こる可能性が高く、マグニチュー

ド７級の地震で、震度５強から６弱程度が想定される。そして、いつどこで発生する

かを予測することは困難だが、朝霞市直下の地震が発生した際に予想される震度は、

６弱から６強程度である。 

また、水害では荒川、入間川、新河岸川流域（黒目川含む）のいずれかが氾濫する

と市内北側や黒目川沿いの地域が浸水し、家屋や道路に影響を及ぼす可能性がある。 

 

２－４ 過去に被害をもたらした災害 

（１）地震 

年  月  日 名  称 被       害       状      況 

大１２.９. １ 関東大震災 
 膝折村全壊住家は１戸、 

内間木村全壊１２戸、半壊３戸 

平２３.３.１１ 東日本大震災 

 朝霞市の震度は５弱。 

半壊３戸、一部破損１５戸 

 軽傷者３名 

資料：「市町村史に記載された地震の記録」 

 

（２）風水害 

年  月  日 名  称 被       害       状      況 

昭５６.１０.２２ 台風２４号  床上浸水１７戸、床下浸水８３戸、畑２．６ｈａ 

５７. ９.１２ 台風１８号 

 半壊４戸、一部破損１戸、床上浸水４４５戸、 

床下浸水３６８戸 

 田畑５０ｈａ、河川決壊１ヶ所、崖くずれ８ヶ所 

６０．６.３０ 

～７. １ 
台風 ６号  床下浸水１７戸、田畑７．８ｈａ 

６１.８. ４～５ 台風１０号  床上浸水２４戸、床下浸水１２０戸 

平 元. ８. １ 集中豪雨  床上浸水３１戸、床下浸水３８戸、田畑２．８ｈａ 

２. ９.３０ 台風２０号  床上浸水２戸、床下浸水２３戸 

２.１１.３０ 

～１２. １ 
台風２８号  床上浸水３５戸、床下浸水８４戸 

３. ８. １ 集中豪雨  床下浸水３１戸 

３. ８.２０ 集中豪雨  床上浸水１戸、床下浸水４３戸 
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平 ３.９.１９～２１ 台風１８号 

 床上浸水５７９戸、床下浸水４１８戸、 

崖くずれ１ヶ所 

 河川氾濫５ヶ所、田畑４４．８ｈａ 

３.１０.１１～１２ 台風２１号  床上浸水４戸、床下浸水２２戸、田５．５ｈａ 

４.１０. ８～９ 集中豪雨  床下浸水３２戸 

５. ６.２１ 集中豪雨  床上浸水４戸、床下浸水１３戸 

５. ８.２７ 台風１１号  床上浸水３９戸、床下浸水９６戸 

５.１１.１３～１４ 集中豪雨  床上浸水６戸、床下浸水５２戸 

８. ９.２２ 台風１７号  床上浸水６戸、床下浸水６８戸 

９. ５.１７ 集中豪雨  床上浸水２戸、床下浸水３２戸 

１０. ８.２８ 台風 ４号  床上浸水２戸、床下浸水４６戸 

１０. ９.１５ 台風 ５号  床上浸水５戸、床下浸水７５戸 

１１. ７.２１ 集中豪雨  床上浸水２戸、床下浸水２０戸 

１１. ８.１４ 集中豪雨  床上浸水６戸、床下浸水２６戸 

１２. ７. ７～８ 台風 ３号  床上浸水１６戸、床下浸水５６戸 

１２. ９.１２ 集中豪雨  床上浸水１戸、床下浸水２０戸 

１３. ８.２８ 集中豪雨  床上浸水１戸、床下浸水３戸 

１３. ９.１０～１１ 台風１５号  床下浸水１３戸 

１３.１０.１０ 集中豪雨  床下浸水１２戸 

１４.１０. １～２ 台風２１号  床下浸水５戸 

１６.１０. ９ 台風２２号  床上浸水２戸、床下浸水７９戸 

１６.１０.２０～２１ 台風２３号  床下浸水６戸 

１７. ６. ４ 集中豪雨  床下浸水９戸 

１７.８.２５～２６ 台風１１号  床下浸水２戸 

１７. ９. ４～５ 集中豪雨  床上浸水４０戸、床下浸水８０戸 

１８. ５.２４ 集中豪雨  床上浸水１戸、床下浸水１２戸 

１８. ６.１６ 集中豪雨  床下浸水２戸 

１８.１２.２６～２７ 集中豪雨  床下浸水２戸 

２１. ６.１５ 集中豪雨  床下浸水４戸 

２１.１０. ７～８ 台風１８号  床下浸水１２戸 

２２. ７. ４ 集中豪雨  床下浸水５戸 

２２. ７. ５ 集中豪雨  床上浸水３戸、床下浸水６戸 

平２３. ９.２１～２２ 台風１５号 床下浸水６戸 
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２５. ７.２３ 集中豪雨 床上浸水５戸、床下浸水２１戸 

２５. ９.１５～１６ 台風１８号 床下浸水２戸 

２５.１０.１５ 台風２６号 床下浸水１５戸 

２６. ６.２５ 集中豪雨 床上浸水６５戸、床下浸水１１５戸 

２６. ７.２０ 集中豪雨 床上浸水１戸、床下浸水１４戸 

２６. ７.２４ 集中豪雨 床下浸水２戸 

２６.１０. ５～６ 台風１８号 床下浸水８戸 

２７. ９. ９～１０ 台風１８号  床下浸水２戸 

２８. ７.１４ 集中豪雨 床下浸水 5戸 

２８. ８.２２ 台風 ９号 床上浸水 14 戸、床下浸水 91 戸 

２９. ８.１９ 集中豪雨 床上浸水 9戸、床下浸水 59 戸 

２９. ８.３０ 集中豪雨 床上浸水 5戸、床下浸水 48 戸 

２９.１０.２２ 台風２１号 床下浸水 5戸 

３０. ８.２７ 集中豪雨 床下浸水 1戸 

令 元.１０.１２ 台風１９号 床上浸水４９戸、床下浸水９２戸 

２. ７.２５ 大雨 床下浸水２戸 

２. ８.１３ 大雨 床下浸水１戸 

資料：「統計あさか」 

 

（３）大雪 

年  月  日 名  称 被       害       状      況 

平２６.２. ８～９ 大雪警報 
転倒３件 

スリップ事故数１５件 

平２６.２.１４～１５ 大雪警報 

 スリップ事故、車両立ち往生等（約３０件） 

救急搬送６件 転倒・転落 

車庫破損 2 件、電話線切断 

平３０.１.２２ 大雪警報 

朝霞陸橋（馬蹄橋）通行止め 

本町隧道通行止め 

交通事故１件（一般負傷６件） 

ＪＲ武蔵野線（運転見合わせ） 

被害状況確認：埼玉県南西部消防局、朝霞警察署、ＪＲホームページ 
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第３章 計画策定の基本的な考え方 

 

３－１ 基本目標 

基本計画及び県地域計画を踏まえ、本市における強靭化を推進するための基本目標

を、次のとおり設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 事前に備える目標（行動目標） 

基本計画及び県地域計画を踏まえ、本市の強靭化を推進するために必要な事項とし

て、事前に備える目標を次のとおり設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 市民の生命を最大限守る 

② 地域社会の重要な機能を維持し、生活・経済への影響をできる限

り軽減する 

③ 市民の財産及び公共施設の被害をできる限り軽減する 

④ 迅速な復旧・復興を可能とする備えをする 

① 被害の発生抑制による人命の保護 

② 救助・救急・医療活動による人命の保護 

③ 交通ネットワーク、情報通信機能の確保 

④ 必要不可欠な行政機能の確保 

⑤ 生活・経済活動に必要なライフラインの確保と早期復旧 

⑥ 経済活動の機能維持 

⑦ 二次災害の発生抑制 

⑧ 大規模自然災害被災後の迅速な再建・回復 
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第４章 脆弱性評価 

 

４－１ 脆弱性評価の考え方 

基本計画では、基本法第１７条第１項の規定に基づき、大規模自然災害等に対する

脆弱性の分析・評価（以下「脆弱性評価」という。）の結果を踏まえ、国土強靭化に必

要な施策の推進方針が定められている。 

脆弱性評価は、本計画の策定に先立ち、想定する大規模自然災害の発生時にリスク

シナリオ（起きてはならない最悪の事態）を引き起こさないような対策を講じている

かを評価するものである。 

 

４－２ リスクシナリオの設定 

本計画は基本計画や県地域計画と調和を保つことが必要であることから、両計画で

設定されたリスクシナリオから本市におけるリスクシナリオの設定を検討した。その

結果、事前に備える目標（行動目標）に対応させた、３２のリスクシナリオを次のと

おり設定した。 

 

事前に備える目標

（行動目標） 

リスクシナリオ 

（起きてはならない最悪の事態） 

１ 

被害の発生抑

制による人命

の保護 

1-1 火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-2 建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-3 異常気象（浸水・竜巻）等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-4 大規模な土砂災害等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-5 
列車の転覆等の交通機関の被害等により、多数の死者・負傷者が発生す

る事態 

1-6 災害対応の遅れ等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態 

２ 

救助・救急・

医療活動によ

る人命の保護 

2-1 救助・捜索活動が大量に発生し、対応が遅れる事態 

2-2 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態 

2-3 ライフラインの長期停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態 

３ 

交通ネットワ

ーク、情報通

信機能の確保 

3-1 沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態 

3-2 信号機停止等により、多数の道路で通行障害が発生する事態 

3-3 旅客の輸送が長期間停止する事態 

3-4 物資の輸送が長期間停止する事態 

3-5 情報通信が輻輳
ふくそう

・途絶する事態 

3-6 情報の正確性の低下等により、誤った情報が拡散する事態 

４ 
必要不可欠な
行政機能の確
保 

4-1 市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態 

５ 

生活・経済活
動に必要なラ
イフラインの
確保と早期復
旧 

5-1 食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態 

5-2 電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態 

5-3 水道施設の長期間停止等により、給水停止が長期化する事態 

5-4 下水道施設の長期間停止等により、汚水等が滞留する事態 

5-5 地域活動の担い手不足等により、避難所等の生活環境が悪化する事態 
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６ 
経済活動の機
能維持 

6-1 農業・産業の生産力が大幅に低下する事態 

７ 
二次災害の発

生抑制 

7-1 消火力低下等により、大規模延焼が発生する事態 

7-2 洪水抑制機能が大幅に低下する事態 

7-3 危険物・有害物質等が流出する事態 

８ 

大規模自然災

害被災後の迅

速な再建・回

復 

8-1 大量に発生する災害廃棄物・一般廃棄物等の処理が停滞する事態 

8-2 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態 

8-3 
土地利用の混乱に伴う境界情報の消失等により、復興事業に着手できな
い事態 

8-4 耕作放棄地等の荒廃地が大幅に増加する事態 

8-5 広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態 

8-6 労働力の減少等により、復旧工事が大幅に遅れる事態 

8-7 大量の帰宅困難者が発生し、多数の家族が分断される事態 

 

４－３ リスクシナリオの発生回避等に向けた評価 

（１）評価の方法 

リスクシナリオごとに、過去の災害記録等を基に、そのリスクの具体的状況の

例、その事態を引き起こす要因、その後に起こり得る事態、また、その事態の発

生回避・被害軽減に資する現在の取組のうち市の取組を中心に抽出し、その内容

整理をした。 

これらを踏まえ、３２のリスクシナリオについて、発生回避・被害軽減に向け

た取組の方向性を評価した。 

 

（２）評価の結果 

評価結果のポイントは次のとおりである。 

 

〇大規模自然災害による３２のリスクシナリオを抽出し、その発生回避・被

害軽減に向けた取組の方向性を評価した。人命保護、社会機能維持、財産・

施設被害の最小化に取り組むことを通じて、迅速な再建・回復ができるよ

う備えることが必要である。 

 

〇人命を保護する観点から、住宅・建築物の耐震化等の促進、消防力等を発

揮できる体制の確保、学校の災害対応力強化に一層取り組む必要がある。

市民の自助・共助に活用できるよう災害情報を適切に共有・提供できるよ

うにする必要がある。 

 

〇社会の機能を維持する観点から、道路・鉄道・ライフライン・情報通信の

各種施設の耐震化・機能確保に一層取り組むとともに、ルート等の多重化

や非常用電源の確保等の代替手段の確保にも一層取り組む必要がある。ま

た、平常時からの連携関係の確立、産業・農業機能の確保に取り組み、災

害時には支援・受援も含め、機能確保を図れるようにする必要がある。 
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〇財産・施設の被害を最小化する観点から、治水施設等の整備・減災に向け

た取組を一層強化するとともに、各種施設の耐震化・機能確保、土砂災害

等の防止対策等の推進に取り組み、災害に強い都市をつくる必要がある。 
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第５章 強靭化に向けた行動（事前に備える目標）  

強靱化に向けて市が取り組む主な行動は、過去の災害から学ぶべき課題と脆弱性評

価の結果を踏まえて設定する。 

 

５－１ 過去の災害の際に生じた主な課題 

（１）地震（東日本大震災の際に生じた課題） 

平成２３（２０１１）年３月１１日に発生した東日本大震災は、観測史上最大の

マグニチュード９．０を記録した。東北地方を中心とする津波の被害で１万５千人

を超える死者が発生したほか、多くの負傷者、行方不明者や建物被害、火災、原子

力発電所の損傷等の甚大な被害が生じた。また、放射性物質による環境汚染や電力

供給量のひっ迫による計画停電、長期化する避難生活など、多くの課題が生じた。 

（２）風水害（令和元年台風第１９号の際に生じた課題） 

令和元（２０１９）年１０月１２日に関東地方に上陸した台風第１９号では、 関

東や甲信、東北地方を中心に記録的な大雨となり、多くの河川が氾濫して甚大な被

害をもたらした。首都圏を中心に大勢の人が避難する事態となったことから、治水

対策のほかに市民への避難情報の周知、避難行動や避難所運営のあり方等が課題と

なった。 

 

５－２ 重点的に推進する取組の設定 

本計画では、第４章「脆弱性評価」に示したリスクシナリオ単位で、取組の重点

化を図ることとする。脆弱性評価において事態の起こりやすさ、他の事態への影響

の程度、本市の取組状況を踏まえ、「現在の取組を一層推進する必要がある」と評価

されたリスクシナリオの発生回避・被害軽減に関する取組及び直近の災害から学ぶ

べき課題への対応について、当分の間、重点的に推進することとする。 

 

事前に備える目標（行動目標） リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態） 

１ 被害の発生抑制による人命の保護 

1-1 火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-2 建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-6 災害対応の遅れ等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態 

２ 救助・救急・医療活動による人命の保護 2-2 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態 

３ 交通ネットワーク、情報通信機能の確保 
3-1 沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態 

3-4 物資の輸送が長期間停止する事態 

４ 必要不可欠な行政機能の確保 4-1 市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態 

５ 
生活・経済活動に必要なライフラインの確保

と早期復旧 

5-2 電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態 

5-3 水道施設の長期停止等により、給水停止が長期化する事態 

６ 経済活動の機能維持 6-1 農業・産業の生産力が大幅に低下する事態 

７ 二次災害の発生抑制 7-1 消火力低下等により、大規模延焼が発生する事態 

８ 大規模自然災害被災後の迅速な再建・回復 
8-2 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態 

8-5 広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態 



13 

 

５－３ 事前に備える目標別の強靭化に向けた行動 

事前に備える目標（行動目標）別に、目標実現を阻害する「リスクシナリオ」を

発生させないための主な取組を整理した上で、重点的に推進する「強靱化に向けた

主な行動」を示す。 

行動目標① 被害の発生抑制による人命の保護 

行動目標② 救助・救急・医療活動による人命の保護 

行動目標③ 交通ネットワーク、情報通信機能の確保 

行動目標④ 必要不可欠な行政機能の確保 

行動目標⑤ 生活・経済活動に必要なライフラインの確保と早期復旧 

行動目標⑥ 経済活動の機能維持 

行動目標⑦ 二次災害の発生抑制 

行動目標⑧ 大規模自然災害被災後の迅速な再建・回復 
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（１）行動目標① 被害の発生抑制による人命の保護 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

１ 

被害の発生抑

制による人命

の保護 

1-1 火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-2 建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者等が発生する事態 

1-3 異常気象（浸水・竜巻）等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-4 大規模な土砂災害等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

1-5 
列車の転覆等の交通機関の被害等により、多数の死者・負傷者が発生す

る事態 

1-6 災害対応の遅れ等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 消防体制を強化し、被害の発生抑制・軽減 

○ 住宅・建築物の耐震化等の促進 

○ 災害情報の共有と市民への適切な提供 

○ 治水施設の整備・減災に向けた取組強化 

〇 雨水流出抑制など雨水対策等の強化 

〇 土砂災害等の防止対策等の推進 

○ 学校等の災害対応力の向上 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○埼玉県南西部消防局との連携強化を図る。【危機管理室】 

○消防団員の確保、活動技術の向上、施設・資機材の整備等、消防団体制を強化

し、地域の消防力強化を図る。【危機管理室】 

○建築物の耐震化やブロック塀等の安全対策を所有者に働きかけるとともに、

行政・建築関係団体等において情報共有し、効果的な耐震化及び安全対策に努

める。【都市建設部】 

○朝霞市公共施設等マネジメント実施計画に基づき、老朽化対策を進め、適切な

維持管理を行う。【総務部】 

○流域治水関連法や朝霞市雨水管理総合計画に基づき、浸水被害を軽減するた

めの対策を進める。【上下水道部】 

○情報伝達手段として、防災行政無線をはじめ、メール配信サービス、ホームペ

ージ、SNS 等様々な媒体を活用し、事象に応じた災害情報を確実に伝達する取

組を進める。【市長公室 危機管理室】 

〇土砂災害警戒区域等における避難確保計画やマイタイムラインの作成による

意識啓発を図る。【危機管理室 都市建設部】 

○行政職員・教職員等の意識と能力向上を図るため、職員の防災教育を充実させ

る。【危機管理室 学校教育部】 

○小中学校では、危機管理体制の整備、充実を図るとともに安全意識や危険を予

測し、回避する能力を身に付け、主体的に行動できる児童生徒の育成に努める。

【学校教育部】 



15 

 

（２）行動目標② 救助・救急・医療活動による人命の保護 

ア 目標の実現を阻害する「 リスクシナリオ 」 

２ 

救助・救急・

医療活動によ

る人命の保護 

2-1 救助・捜索活動が大量に発生し、対応が遅れる事態 

2-2 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態 

2-3 ライフラインの長期停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 消防力等の発揮による被害の発生抑制・軽減 

○ 災害時医療体制の確保 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○大規模災害においては、本市の消防力だけでは対応が困難であり、広域的な支

援が必要になると予測されるため、自衛隊等、支援部隊の円滑な支援が得られ

るよう受入体制を整える。【危機管理室】 

○ＡＥＤの設置を推進するとともに、その取扱いを含む応急手当の正しい知識と

技術の習得のための講習会等の受講促進を図る。【こども・健康部】 

〇朝霞地区四市、朝霞地区医師会及び朝霞地区歯科医師会などとの連携・協力関

係を強化する。【こども・健康部】 

○災害時の医薬品等の調達を円滑に行えるよう、関係機関との運用体制の確認・

整備を図る。【こども・健康部】 

○健康管理指導などの保健衛生体制の整備等による疾病・感染症の発生予防対策

の充実、医療救護体制の充実化等による、疾病・感染症等の重症化・拡大防止

の取組推進を図る。そのため平時から朝霞保健所との連携に努める。【こども・

健康部】 

 

（３）行動目標③ 交通ネットワーク、情報通信機能の確保 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

３ 

交通ネットワ

ーク、情報通

信機能の確保 

3-1 沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態 

3-2 信号機停止等により、多数の道路で通行障害が発生する事態 

3-3 旅客の輸送が長期間停止する事態 

3-4 物資の輸送が長期間停止する事態 

3-5 情報通信が輻輳・途絶する事態 

3-6 情報の正確性の低下等により、誤った情報が拡散する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○朝霞市道路整備計画基本計画に基づく道路ネットワークの整備・通行の確保 

○道路附帯施設の安全性の強化 

○情報通信体制の強化 

○災害情報の共有と市民への適切な提供 
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ウ 強靱化に向けた主な行動 

○防災活動拠点等へのアクセスを確保するため、道路等を整備し、ルートの多重

化を図る。【都市建設部】 

○狭あい道路の拡幅の整備に努め、災害時の道路の閉塞を防ぐ対策の強化を図る。

【都市建設部】 

○救助、避難、物資輸送を閉塞させないために、長寿命化・耐震化、浸水対策な

どにより幹線道路の確保対策を図る。【都市建設部】 

○鉄道輸送等が長期間停止する事態に備え、国、県及び鉄道事業者、バス事業者

と連携し、代替輸送手段の確保に努める。【都市建設部】 

○電柱倒壊による道路の閉塞、電力の供給停止を防ぐため無電柱化を推進する。

【都市建設部】 

○市民への情報伝達手段として、災害情報共有システム（Ｌアラート）、防災行政

無線、広報車等の適切な運用、緊急速報メール、メール配信サービス、市ホー

ムページ・SNS などの複数媒体による情報伝達方法の確保や放送等の難聴エリ

ア対策等を進め、今後も情報インフラの充実を図る。【市長公室 危機管理室】 

 

（４）行動目標④ 必要不可欠な行政機能の確保 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

４ 

必要不可欠な

行政機能の確

保 

4-1 市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 防災活動拠点等の強化 

○ 行政機関の業務継続確保 

○ 応急対応に必要な非常用電源等の確保 

○ 防災知識の普及啓発 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○庁舎や学校、道路、公園、上下水道などについて、計画的に点検・診断や修繕・

耐震化等を実施する。【総務部 都市建設部 上下水道部 学校教育部】 

〇災害時に迅速かつ的確な対応を行うため、研修・訓練により職員の災害対応能

力の向上を図るとともに、優先すべき業務やそれぞれの業務の補完体制、必要

な人員の体制について検討する。【危機管理室 総務部】 

○自治体間等で相互に災害応急対策等の協力が積極的に得られるよう、広域的な

協定の締結を推進するなど、連携強化を図る。【危機管理室】 

○業務継続計画（ＢＣＰ）の検証と見直しを実施し、災害対応に関わるマニュア

ル等の作成を進め、業務継続に必要な体制整備の強化を図る。【危機管理室】 

〇庁舎及び避難所等の非常用発電機の整備を進める。【総務部 学校教育部】 

〇避難所の運営について、現行マニュアルを運用し、訓練や実践を通じて得られ
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た課題等を適宜修正・蓄積しながら地域や学校の協力を得て、円滑な運営に努

める。【危機管理室】 

 

（５）行動目標⑤ 生活・経済活動に必要なライフラインの確保と復旧 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

５ 

生活・経済活
動に必要なラ
イフラインの
確保と早期復
旧 

5-1 食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態 

5-2 電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態 

5-3 水道施設の長期間停止等により、給水停止が長期化する事態 

5-4 下水道施設の長期間停止等により、汚水等が滞留する事態 

5-5 地域活動の担い手不足等により、避難所等の生活環境が悪化する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保 

○ 自助と共助による地域単位の防災力の向上 

○ 安全な水の早期供給再開と施設の災害対応力強化 

○ 汚水等の適切な処理と施設の災害対応力強化 

○ 避難所の公衆衛生と生活の質の確保 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○食料や飲料水、生活必需品等を速やかに供給するため、備蓄品を計画的に整備

するとともに、備蓄場所の確保を図る。 【危機管理室】 

○電気・ガス等の供給の長期間停止が、被災者の生活及び経済活動に大きな打撃

を生ずることは近年の災害から明らかであるため、対策強化を企業へ要請して

いくとともに、災害協定などにより体制強化を図る。【危機管理室】 

○避難所の環境改善の一環として、ワンタッチパーテーション、簡易ベッド、災

害用トイレ等の資機材について整備及び保管場所の確保を図る。また、地域で

共助の取組の中心となる自主防災組織のリーダーや防災士を育成する 。【危機

管理室】 

○災害時に長期間の断水を防ぐため、朝霞市水道事業基本計画及び朝霞市水道事

業耐震化計画に基づき、浄水場施設及び基幹管路の耐震化を計画的に実施する。

また、災害時応急給水活動の円滑化を図るため、重要給水拠点への供給管やダ

クタイル鋳鉄管以外の管種の耐震化を優先的に実施する。【上下水道部】 

○下水道管渠及びポンプ施設等の機能停止に伴う公衆衛生問題や感染症の発症

を防止するため、施設耐震化等の災害予防と適切な維持管理の推進を図る。【上

下水道部】 

○持続可能な下水道事業を行うため、朝霞市下水道ストックマネジメント計画に

基づき、下水道施設を計画的かつ効率的に管理する。【上下水道部】 

〇災害ボランティアセンターの開設にあたって、その活動方針や運営について、

朝霞市社会福祉協議会と事前に協議し、円滑なボランティア活動の環境整備に

努める。【福祉部】 
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（６）行動目標⑥ 経済活動の機能維持 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

６ 
経済活動の機
能維持 

6-1 農業・産業の生産力が大幅に低下する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 平常時からの産業創出 

○ 平常時からの農業生産の確保 

○ 産業を担う人材の育成・確保 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○災害時の協力体制充実を図るため、協定締結先の拡大に努め、企業や団体との

防災に関するネットワークの構築を図る。【危機管理室 市長公室 市民環境

部】 

○地震や洪水などの自然災害、感染症や大事故などが発生しても企業が損害を最

小限に抑え、事業の継続や復旧を図るための事業継続計画（ＢＣＰ）について、

商工会と連携し、普及を進め、策定支援に努める。【市民環境部】 

〇平常時より、就労支援及び労働環境の整備を行う。【市民環境部】 

 

（７）行動目標⑦ 二次災害の発生抑制 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

７ 
二次災害の発

生抑制 

7-1 消火力低下等により、大規模延焼が発生する事態 

7-2 洪水抑制機能が大幅に低下する事態 

7-3 危険物・有害物質等が流出する事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 災害に強いまちづくり 

〇 自然を活かした保水・遊水機能の確保 

○ 有害物質等の流出対策の確実な実施 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○災害時に「自らの命は自らが守る」、「自分たちのまちは自分たちが守る」とい

う自助・共助を基本とし、火災の発生、拡大を抑えるために平常時から地域で

対応できる体制を整え地域の防災力向上を図る。【危機管理室 市民環境部】 

○平常時から施設の防火設備について定期的に点検等を行うとともに、消防施設

等の整備や耐震化を進める。【危機管理室 総務部 各施設所管課】 

○耐火性の高い建築物への建て替えの促進によるまちの不燃化の推進、延焼遮断

帯の形成に資する都市計画道路等の整備等を推進する。【都市建設部】 

○災害時において指定緊急避難場所として活用される身近な公園を適切に維持

管理し、火災延焼に強いまちづくりを推進する。【都市建設部】 
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○災害時の有害物質等の流出を未然に防止するため、関係機関と連携し、事業者

への指導・啓発を行うとともに、流出事故の迅速な対応ができる体制の整備を

図る。【市民環境部 上下水道部】 

 

（８）行動目標⑧ 大規模自然災害被災後の迅速な再建・回復 

ア 目標の実現を阻害する「リスクシナリオ」 

８ 

大規模自然災

害被災後の迅

速な再建・回

復 

8-1 大量に発生する災害廃棄物・一般廃棄物等の処理が停滞する事態 

8-2 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態 

8-3 
土地利用の混乱に伴う境界情報の消失等により、復興事業に着手できな

い事 

8-4 耕作放棄地等の荒廃地が大幅に増加する事態 

8-5 広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態 

8-6 労働力の減少等により、復旧工事が大幅に遅れる事態 

8-7 大量の帰宅困難者が発生し、多数の家族が分断される事態 

 

イ 強靱化に向けた主な取組 

○ 応急復旧の体制整備 

○ 治水施設の整備・減災に向けた取組の強化 

○ 災害廃棄物の適正処理の推進 

○ 発災前からの都市復興への備え 

○ 農業生産基盤等の整備 

○ 帰宅困難者の一時滞在施設の確保・拡充 

○ 平常時からの連携関係の確立 

 

ウ 強靱化に向けた主な行動 

○県や関係機関等と連携し、災害廃棄物を迅速かつ適切に処理するための体制を

整備する。【市民環境部】 

○道路、橋梁、歩道橋及び上下水道施設等について、対策が必要となる箇所の早

期発見のため、パトロールや点検を推進する。【都市建設部 上下水道部】 

○応急復旧について、被災時は国や県と連携するほか、近隣自治体等との災害時

相互応援協定等により、資機材の貸付けや人員派遣等について相互協力を行う。

【危機管理室】 

〇被災後の迅速な復旧・復興に資する現地復元性のある地図を整備するため、地

籍調査事業の促進を図る。【都市建設部】 

〇耕作放棄地対策として、農地利用の最適化や多面的機能を発揮するよう努める。

【市民環境部】 

〇河川等の整備【都市建設部 上下水道部】 

・大規模災害時の被害を小さくし、迅速な再建・回復ができるよう、国・県と連

携して、河川の改修や護岸整備等を推進するとともに雨水幹線等の整備を進め

る。 
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〇鉄道等交通機関の停止により、帰宅困難者を受け入れる一時滞在施設を避難所

以外の公共施設や民間事業所との協定等により確保する。【危機管理室 市民

環境部】 

〇鉄道事業者等の交通事業者との連携を確立し、災害時の帰宅困難者の円滑な移

動の確保を図る。【危機管理室 市民環境部】  
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第６章 施策分野別の強靭化に向けた方針 

 

６－１ 施策分野の設定 

本計画における施策分野は、国の基本計画及び県地域計画を参考に、個別施策分野、

横断的分野を次のとおり設定する。 

 

個別施策分野 1 行政機能 

 ２ 住宅・都市 

 ３ 保健医療 

 ４ 福祉 

 ５ エネルギー 

 ６ 情報通信 

 ７ 産業 

 ８ 交通 

 ９ 農業 

 １０ 土地利用・国土保全 

 １１ ライフライン 

 １２ 教育 

 １３ 環境 

横断的分野 １４ 地域づくり・リスクコミュニケーション 

 １５ 老朽化対策 

 

６－２ 施策分野とリスクシナリオの関係 

横断的分野を除く個別施策分野と脆弱性評価で設定した３２のリスクシナリオの

関係を整理した。 
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 個別施策分野 

1 2 3 ４ ５ ６ ７ 8 9 10 11 12 13 

行

政

機

能 

住

宅

・

都

市 

保

健

医

療 

福

祉 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

情

報

通

信 

産

業 

交

通 

農

業 

土

地

利

用

・

国

土

保

全 

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン 

教

育 

環

境 

 リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態） 

１-1 火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態 〇 〇  〇        〇  

１-2 建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者が発生する事態 〇 〇  〇        〇  

１-3 異常気象（浸水・竜巻）等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 〇 〇       〇 〇 〇 〇  

１-4 大規模な土砂災害等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 〇        〇 〇    

１-5 
列車の転覆等の交通機関の被害等により、多数の死者・負傷者が発生す

る事態 
〇       〇      

１-6 
災害対応等の遅れ等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事

態 
〇       〇      

2-1 救助・捜索活動が大量に発生し、対応が遅れる事態 〇 〇 〇     〇  〇  〇  

2-2 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態   〇           

2-3 ライフラインの長期停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態   〇        〇   

3-1 沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態  〇      〇  〇    

3-2 信号機停止等により、多数の道路で通行障害が発生する事態 〇       〇      

3-3 旅客の輸送が長期間停止する事態  〇      〇  〇    

3-4 物資の輸送が長期間停止する事態  〇      〇  〇 〇   

3-5 情報通信が輻輳・途絶する事態      〇    〇    

3-6 情報の正確性の低下等により、誤った情報が拡散する事態 〇             

4-1 市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態 〇 〇  〇  〇 〇 〇  〇 〇 〇  

5-1 食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態 〇       〇   〇   

5-2 電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態     〇     〇 〇   

5-3 水道施設の長期間停止等により、給水停止が長期化する事態       〇   〇 〇   

5-4 下水道施設の長期間停止等により、汚水等が滞留する事態          〇 〇   

5-5 地域活動の担い手不足等により、避難所等の生活環境が悪化する事態 〇 〇  〇          

6-1 農業・産業の生産力が大幅に低下する事態       〇  〇 〇    

7-1 消火力低下等により、大規模延焼が発生する事態 〇 〇            

7-2 洪水抑制機能が大幅に低下する事態  〇       〇 〇    

7-3 危険物・有害物質等が流出する事態             〇 

8-1 大量に発生する災害廃棄物・一般廃棄物等の処理が停滞する事態  〇           〇 

8-2 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態        〇  〇    

8-3 土地利用の混乱に伴う境界情報の消失等により、復興事業に着手できない事態  〇        〇    

8-4 耕作放棄地等の荒廃地が大幅に増加する事態  〇       〇 〇    

8-5 広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態           〇 〇   

8-6 労働力の減少等により、復旧工事が大幅に遅れる事態       〇       

8-7 大量の帰宅困難者が発生し、多数の家族が分断される事態        〇      

■個別施策分野と３２のリスクシナリオの関係 
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６－３ 施策分野ごとの取組の方向性 

個別施策分野ごとの取組の方向性は、次に示すとおりである。 

（１）行政機能 

〇消防力の発揮による被害発生抑制・軽減【危機管理室】 

・埼玉県南西部消防局との連携強化を図る。 

・消防団員の確保に努め、消防団体制を強化していく。 

・大規模災害を含む危機事案に対処できる必要な基礎知識を習得するため、職員を

対象とした研修や訓練を実施する。 

・災害時に迅速かつ的確な対応を行うため、マニュアル策定等による災害対応業務

の標準化を推進する。 

・避難所の運営について、現行のマニュアルを運用し、訓練や実践を通じて得られ

た課題を適宜修正しながら地域や学校の協力を得て、円滑に運営できるように進

める。 

・大規模災害においては、本市の消防力だけでは対応が困難であり、広域的な支援

が必要になることから、支援部隊の円滑な支援が得られるよう受入体制を整える。 

 

〇防災活動拠点等の強化【危機管理室 総務部 都市建設部 上下水道部 学校教

育部】 

・大規模自然災害発生時に防災拠点となる公共施設について、長寿命化等の対策を

着実に進めるとともに、停電時に備え、非常用発電機の整備や必要な燃料の確保

を図る。 

・実践的な防災体制を維持できるように、庁舎、物資資源、人的資源の確保を進め

る。 

・市内１０か所の防災拠点のほか、大規模施設、指定避難所等において、災害時に

備え、非常用発電機の確保、物資の備蓄や拠点施設の維持管理を行う。 

・防災活動拠点等へのアクセスを確保する。 

 

〇災害情報の共有と市民への適切な提供【市長公室 危機管理室】 

・災害情報や被害状況を迅速かつ正確に収集・伝達するため、関係機関と連携し、

効率的な情報共有を図る。 

・市ホームページ、ＳＮＳ、防災行政無線、広報車等の適切な運用、災害情報共有

システム（Ｌアラート）、緊急速報メール、メール配信サービス等多様な手段によ

る災害関連情報の発信体制を整備する。 

・災害発生時において、被害状況や避難情報等についての正確な情報を、すべての

市民に伝わるよう、あらゆる媒体を用いて迅速に発信する。 

・発生時のアクセス集中等によるシステムダウン対策を進めるとともに、避難所等

における通信手段確保のため、Ｗｉ－Ｆｉの整備を進める。 

・洪水時における水防団の活動や住民の円滑な避難行動のため、河川の水位や降雨、

冠水、土砂等の状況について、観測情報を収集・提供する。 
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〇広域連携体制の整備【市長公室 危機管理室】 

・市の対応能力を超える大規模災害に備え、地方公共団体間の相互応援体制や関係

機関との協力体制を構築する。 

・大規模災害時に、住民の迅速かつ的確な避難を可能とするため、市の区域を越え

た広域避難ができるよう、市区町村間の連携を図りながら避難方法等の仕組みづ

くりを促進する。 

 

〇応急対応に必要な非常用電源等の確保【危機管理室 総務部 市民環境部 福祉

部 こども・健康部 都市建設部 上下水道部 学校教育部 生涯学習部】 

・市有施設の新築や建築工事に伴う大規模改修に合わせて、太陽光発電等の創エネ

設備やＬＥＤ照明など省エネ性能の高い設備を積極的に取り入れる。 

・上下水道施設では、災害時に事業が継続できるよう非常用発電設備等を整備する。 

・社会教育施設では、帰宅困難者の受入れや被災者の避難施設として使用されるた

め、応急対応に必要な非常用発電設備等の確保について、施設の大規模改修時な

どに随時、長寿命化を見据えるなど、施設整備の充実を図っていく。 

・社会体育施設では、被災者の避難施設や災害支援物資の保管場所等の受入れ施設

となるため、非常用発電設備の定期的な保守・維持管理に努める。 

 

〇職員派遣体制の確立【市長公室 危機管理室 総務部】 

・被災地に対する人的支援に当たっては、速やかな情報伝達や意思決定が図られる

よう、連絡系統や意思決定、役割分担等に関し検討・整理し、全庁的な共有化を

図る。また、県や近隣市町との協力のあり方についても整理する。 

・職員の災害対応力という観点からも、積極的な職員派遣を行い、得た知識や経験

をマニュアル改定、研修等に役立てる。 

・被災地で不足している専門的人材を速やかに派遣できるよう、専門的知識や技術

を有する人材の情報管理及び育成を行う。 

 

〇応急復旧の体制整備【危機管理室 各所管】 

・被災時には、国や県と連携するほか、近隣市町等の災害時相互応援協定等により

人的支援の受け入れ等について相互協力を行う。 

・被災時の応急復旧方法・対処等を検討する。 

 

（２）住宅・都市 

〇住宅・建築物の耐震化等促進【総務部 市民環境部 福祉部 こども・健康部 都

市建設部  学校教育部 生涯学習部】 

・朝霞市公共施設等マネジメント実施計画に基づき、耐震化を進め、適切な維持管

理を行う。 

・建築物の耐震化やブロック塀等の安全対策を所有者に働きかけるとともに、行政・

建築関係団体等において情報共有し、効果的な耐震化及び安全対策に努める。 
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・小中学校施設については、老朽化した校舎の大規模改修等を計画的に進める。 

 

〇空き家対策の推進【都市建設部】 

・利活用可能な空き家を含む中古住宅の流通を促進するため、空き家バンクの活用

を推進する。また、民間事業者等との連携を図り、既存建物ストックの管理適正

化等による有効活用や流通の活性化を進める。 

 

〇災害に強いまちづくり【都市建設部】 

・耐火性の高い建築物への建替えの促進によるまちの不燃化の促進、延焼遮断帯の

形成に資する都市計画道路等の整備等を推進する。 

・災害時において指定緊急避難場所として活用される身近な公園を適切に維持管理

し、火災延焼に強いまちづくりを推進する。 

・密集した市街地における防災性の向上、商業業務地における不燃化の促進、旧耐

震建築物の耐震化やブロック塀等の安全対策の支援を行う。 

 

（３）保健医療 

〇災害時医療体制の確保【こども・健康部】 

・朝霞保健所及び医師会等医療関係機関と緊密に連携し、災害時における初期医療

体制及び後方医療体制等の整備を推進する。 

・災害時の医薬品等の調達を円滑に行えるよう、関係機関との運用体制の確認・整

備を図る。 

・健康管理指導などの保健衛生体制整備等による疾病・感染症の発生予防対策の充

実、医療救護体制の充実化等による、疾病・感染症等の重症化・拡大防止の取組

推進を図る。 

 

（４）福祉 

〇要配慮者等への配慮の確保【福祉部】 

・福祉避難所開設訓練を実施する 。 

・高齢者等に対する各種サポート事業や施設整備を進めるとともに、災害時の情報

伝達や避難行動等について周知を図る。 

・福祉避難所を確保するため、市内にある民間社会福祉施設との協定を進める。合

わせて、必要な物資や資器材の備蓄に協力する。 

 ・高齢者等の要配慮者が居住する施設に対して、避難行動計画の策定・整備に向け

て支援を行う。合わせて、災害発生時の連絡体制を強化し、情報伝達を行う。 

 

〇要配慮者及び避難行動要支援者への対策【危機管理室 福祉部 市民環境部】 

・自治会や民生委員等、地域支援者の理解・協力を得ながら、要配慮者の支援体制

の構築を進める。 

（５）エネルギー 
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〇省エネルギー化の推進【危機管理室 総務部 市民環境部 福祉部 こども・健

康部 都市建設部 上下水道部 学校教育部 生涯学習部】 

・市有施設の改修工事に際し、エネルギー使用量と二酸化炭素排出量を削減するた

め、高効率機器や省エネ器具の導入を進める。 

・電気と熱を同時につくる高効率なコージェネレーションシステムの普及啓発を進

める。 

・各施設において、太陽光発電などの天然資源を有効的に活用するシステムを積極

に導入する。 

 

〇再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保【危機管理室 総務部 市民環境

部 福祉部 こども・健康部 都市建設部 上下水道部 学校教育部 生涯学習

部】 

・市有施設の新築や建築工事に伴う大規模改修に合わせて、太陽光発電等の創エネ

設備やＬＥＤ照明、断熱窓など省エネ性能の高い設備を積極的に取り入れる。 

・エネルギーの安全・安心を確保するため、住宅用の太陽光発電設備や蓄電池等の

導入を促進する。 

 

〇次世代自動車の普及【危機管理室 総務部 市民環境部 福祉部 こども・健康

部 都市建設部 上下水道部 学校教育部 生涯学習部】 

・市保有の自動車を導入する際は、ＥＶ（電気自動車）・ＰＨＶ（プラグインハブリ

ッドの自動車）などの次世代自動車の導入を積極的に取り入れる。 

 

（６）情報通信 

〇情報通信体制の強化【総務部】 

・市役所における情報システムに関する業務継続計画（ＩＣＴ－ＢＣＰ）の検証と

見直しを実施し、非常時優先業務に必要なＩＴ資源（情報システムや、情報ネッ

トワーク）の継続性を確保して、大規模災害発生時に非常時優先業務が適切かつ

迅速に遂行できるよう備える。 

 

（７）産業 

〇経営基盤の強化【市民環境部】 

・商工会や金融機関などと連携し、経営相談や経営計画等の作成支援、融資などに

よる経営支援を実施する。また、商工会に協力し、市内で継続して事業活動がで

きるよう、後継者や若手経営者の育成を支援する。 

 

〇産業の維持【市民環境部】 

・市内中小企業における事業継続計画（ＢＣＰ）の策定について、商工会と連携し、

普及・支援に努める。 

〇産業を担う人材の育成・確保【市民環境部】 
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・災害発生後に復旧・復興ができるよう人材の育成・確保を行う。 

 

（８）交通 

〇道路ネットワークの整備・通行の確保【都市建設部】 

・道路の通行を確保するため、災害時における道路啓開体制を確保する。 

・防災拠点や医療機関への交通アクセスルートの確保に努める。 

・救助、避難、物資輸送を閉塞させないために、長寿命化・耐震化、浸水対策など

により幹線道路の確保対策を図る。 

・緊急輸送道路及び代替輸送路の確保を図るため、国や県と連携し、主要幹線道路

等の整備及び維持管理を行う。 

・狭あい道路の拡幅の整備に努め、災害時の道路閉塞を防ぐ対策の強化を図る。 

 

〇道路施設の耐震化等による安全性の向上【都市建設部】 

・橋梁については、長寿命化を計画的に進めることにより予防保全的修繕を行い、

効果的に維持管理することで管理道路の安全確保を図る。 

 

 

（９）農業 

〇平常時からの農業生産確保【市民環境部】 

・認定農業者や新規就農者等の人材育成を継続的に支援し、担い手の確保を図る。

また、農地を保全するために、荒廃農地の発生防止や農地集約化を図る。 

 

(１０)土地利用・国土保全 

〇発災前からの都市復興への備え【都市建設部】 

・復興期に必要となる住戸の確保について、公営住宅の空き住戸の提供等、効果的

な住宅対策等に努める。 

 

〇河川等の整備【都市建設部 上下水道部】 

・大規模災害時の被害を小さくし、迅速な再建・回復ができるよう、国・県と連携

して、河川の改修や護岸整備等を推進するとともに雨水幹線等の整備を進める。 

 

〇土砂災害等の警戒避難体制の整備【危機管理室】 

・土砂災害により被害が発生するおそれのある土砂災害警戒区域等について、警戒

避難体制等の整備を進める。 

 

〇適切な水環境の確保【各施設所管】 

・雨水の集中的な流出を抑制し、水源として活用できる雨水利用施設及びグリーン

インフラの整備の検討を進める。 
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(１１)ライフライン 

〇安全な水の早期供給再開と施設の災害対応力強化【上下水道部】 

・安全な水道水が早期に供給できるよう、朝霞市水道事業基本計画に基づく水道施

設の適正な維持管理と老朽化した施設の計画的な更新を実施し、朝霞市水道事業

耐震化計画に基づき水道施設の耐震化を図る。 

・水質の安全を確保するため、朝霞市水質検査計画に基づく水質検査を継続し、災

害により水源の水質が著しく悪化するなどしたときは、臨時的に水質検査を実施

する。 

〇市街地等で発生する汚水・雨水の適切な処理と施設の災害対応力強化 

【上下水道部】 

・災害時においても可能な限り下水道を安定して使用ができる、災害に強い施設の

整備を継続して推進する。 

・持続可能な下水道事業を行うため、朝霞市下水道ストックマネジメント計画に基

づき、下水道施設を計画的かつ効率的に管理する。 

・浸水被害を軽減するため、朝霞市雨水管理総合計画に基づき、対策工事を推進す

る。 

 

(１２)教育 

〇学校の災害対応力の向上【学校教育部】 

・学校の危機管理体制の整備・充実とともに、教職員の危機管理能力の向上に努め

る。各学校おいて地域の関係機関との連携を推進する。 

・小中学校では、安全意識や危険を予測し、回避する能力を身に付け、主体的に行

動できる児童生徒の育成に努める。 

・学校施設については、長寿命化を見据えた、老朽化した校舎の大規模改修等を計

画的に進める。 

 

（１３)環境 

〇災害廃棄物の適正処理の推進【市民環境部】 

・短期間に大量に発生する災害廃棄物を適切に処理するための行動内容を整理する。 

・老朽化が進んでいるごみ焼却処理施設を和光市と共同で建設するために、「朝霞

市・和光市ごみ広域処理に関する基本合意書」に基づき、環境負荷の低減に配慮

した施設を整備し、災害発生時も安定的かつ効率的なごみ処理体制を構築してい

く。 

 

〇有害物質等の流出対策の推進【市民環境部 上下水道部】 

・有害物質の流出・拡散を未然に防止するため、関係機関と連携し、有害物質を取

り扱う事業者への指導・啓発を行うとともに、流出事故の迅速な対応ができる体

制の整備を図る。 
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横断的分野の取組の方向性は、次に示すとおりである。 

（１４）地域づくり・リスクコミュニケーション 

〇自助と共助による地域単位の防災力の向上【危機管理室 市民環境部】 

・地域での共助の取組の中心となる自主防災組織のリーダーの育成や、自主防災組

織の資機材整備の取組みへの支援を行う。 

 

〇防災知識の普及啓発【危機管理室】 

・自助・共助の観点から地震災害等への備えを充実させるため、防災への取組方法

を周知するとともに、民間団体等の取組も活用して防災知識の普及啓発を進める。 

・自主防災組織、自治会等の地域団体等を対象に出前講座を実施する。 

・ハザードマップの作成・公表により、平常時から危険度を市民に知らせるととも

に、地域の防災意識の啓発を行う。 

 

〇避難所の公衆衛生と生活の質の確保【危機管理室 市民環境部 こども・健康部 

生涯学習部】 

・平常時からの体制整備、訓練や研修の実施、災害時の役割分担や受援体制に関す

る整備等を進める。 

・平常時から飼い主にペット同行避難等、飼育動物に係る災害時の備えについて啓

発を行う。 

・被災時に車中泊避難が発生することを前提とした避難者対応等を検討する。 

・避難所の環境改善の一環として、災害用トイレの充実、間仕切りテント・簡易ベ

ッド等の整備を図る。 

・各避難施設や収容施設における Wi-Fi 環境の整備充実を図る。 

 

(１５)老朽化対策 

〇公共施設の計画的な老朽化対策の推進【総務部 各施設所管部】 

・公共施設をより効果的・効率的に活用していくため、朝霞市公共施設等マネジメ

ント実施計画に基づき、長寿命化の推進や維持管理・保全業務の適正化等を進め

る。 
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第７章 地域強靭化の推進に向けて 

７－１ 地域強靭化に向けた推進体制 

本計画に関する具体的な取組については、本計画の第５章、第６章及び朝霞市地

域防災計画等の当該取組が位置付けられた計画等に基づき、着実に推進するものと

する。 

本計画は、市だけでなく、ライフライン事業者、民間企業等の関係主体による取

組を含め、本市における強靱化施策を推進するための基本的な指針となるものであ

る。 

本計画を踏まえ、市民、民間企業、行政機関等、社会を構成する主体が担うそれ

ぞれの役割を理解し、自主的かつ積極的に取り組むことが必要である。 

 

（１）市民の役割 

大規模災害が発生した場合、現在の当り前の日常が一変し、必要な物資が手に

入らないなど制約のある生活となることが予測される。平常時から自助の取組等

により自らの命を守るとともに、住宅を耐震化するなど生活の基盤を維持できる

よう備えておくことが期待される。 

加えて、「自分の地域は自分で守る」ために、近所とのつながりづくりや自主防

災組織への参加を通じて平常時から助け合い（共助）の体制づくりを進めること

が期待される。 

 

（２）民間企業の役割 

民間企業による経済活動は、市民の安定した生活を支えたり、社会貢献活動を

行うなど、地域で大きな役割を担っている。大規模災害が発生した場合にも、経

済活動の基盤となる施設を維持できるよう災害に強い施設を備えておくととも

に、地域経済を停滞させないよう活動を継続することが期待される。 

また、地域社会の一員として、地域における助け合い（共助）の活動に積極的

に参加・貢献するなど、地域の状況に応じた社会的責任を果たすことも期待され

る。 

加えて、市民生活や経済活動の基盤となるライフラインを担う企業においては、

大規模災害による影響を受けないよう施設の耐震化等を備えるとともに、被災し

た場合でもできるだけ早期に平常時のサービス水準を回復できるようにするこ

とが期待される。 

 

（３）行政機関の役割 

本市の強靭化を実効性あるものとするためには、大規模災害のリスク等を直視

し、強靭化地域計画を策定したうえで、その取組を総合的かつ計画的に進めるこ

とが必要である。 

また、市民、民間企業等の各主体が積極的に強靭化に取り組めるような環境整
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備や情報提供等を進めていく。 

なお、本計画に基づく事業や施策は、関係部署の進捗状況を把握しながら、継

続的な改善を図るものとする。 
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参考資料 

 

主な個別計画一覧 

政策分野等 大柱 計画名 

第 1章 

災害対策・防

犯・市民生活 

防災・消防 
 朝霞市地域防災計画（平成 28年度～） 

 国民保護計画（平成 19年度～） 

生活 

 第４次朝霞市防犯推進計画（令和３年度～） 

 朝霞市公共施設等総合管理計画（平成 28年度～令和47年度） 

 朝霞市公共施設等マネジメント実施計画（令和３年度～令和７年度） 

第２章 

健康・福祉 

地域福祉  第４期朝霞市地域福祉計画（令和３年度～令和７年度） 

子育て支援・ 

青少年育成 

 第２期朝霞市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度） 

 第３次朝霞市生涯学習計画（平成２９年度～令和８年度） 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

高齢者支援 
 第８期朝霞市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和３年度～令和５

年度） 

障害者支援 

 第５次朝霞市障害者プラン（平成３０年度～令和５年度） 

 第６期朝霞市障害福祉計画・第２期朝霞市障害児福祉計画（令和３年度

～令和５年度） 

保健・医療 

 あさか健康プラン２１(第２次）（平成２６年度～令和４年度） 

 朝霞市新型インフルエンザ等対策行動計画（平成２６年度～） 

 朝霞市自殺対策計画（令和２年度～令和６年度） 

社会保障 

 第２期朝霞市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）（平成

３０年度～令和５年度） 

 第３期朝霞市特定健康診査等実施計画（平成３０年度～令和５年度） 

第３章 

教育・文化 

学校教育 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

 第２期朝霞市教育大綱（令和３年度～令和７年度：予定） 

 朝霞市 ICT 教育推進計画（令和２年度～令和５年度） 

 朝霞市学校施設長寿命化基本方針（令和３年度～令和4７年度） 

生涯学習 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

 第３次朝霞市生涯学習計画（平成２９年度～令和８年度） 

 第３次朝霞市立図書館サービス基本計画（令和３年度～令和７年度） 

 第２次朝霞市子ども読書活動推進計画（平成２９年度～令和３年度） 

 第2期朝霞市教育大綱（令和３年度～令和７年度：予定） 

スポーツ・レク 

リエーション 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

 第３次朝霞市生涯学習計画（平成 29年度～令和８年度） 

 第２期朝霞市スポーツ推進計画（令和３年度～令和１２年度） 

 第２期朝霞市教育大綱（令和３年度～令和７年度：予定） 

地域文化 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

 第３次朝霞市生涯学習計画（平成 29年度～令和８年度） 

 第２期朝霞市教育大綱（令和３年度～令和７年度：予定） 

第４章 

環境・コミュニ

ティ 

環境 

 第２次朝霞市環境基本計画（平成 24年度～令和３年度） 

 第３次朝霞市地球温暖化対策実行計画（平成 27年度～令和３年度） 

 第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画（平成 26年度～令和５年度） 

 朝霞市みどりの基本計画（平成 12年度～令和７年度） 

ごみ処理 

 第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画（平成 26年度～令和5年度） 

 ごみ処理広域化基本構想（令和 2年度～令和9年度） 

 朝霞市クリーンセンター施設維持管理計画(令和２年度～令和 10年度) 

コミュニティ 
 朝霞市公共施設等総合管理計画（平成 28年度～令和47年度） 

 朝霞市公共施設等マネジメント実施計画（令和３年度～令和７年度） 

市民活動  朝霞市市民協働指針（平成 20年度～） 
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第５章 

都市基盤・産

業振興 

土地利用 

 朝霞市都市計画マスタープラン（平成１7年度～令和７年度） 

 朝霞市基地跡地利用計画（平成 27年度～） 

 朝霞市基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画（改訂版）（平成 30

年度～） 

道路交通 

 朝霞市道路整備基本計画（令和元年度～令和１０年度） 

 朝霞市橋梁長寿命化修繕計画（令和２年度～令和５１年度） 

 朝霞市道舗装修繕計画（令和２年度～令和１１年度） 

 朝霞市都市計画マスタープラン（平成 17年度～令和７年度） 

 朝霞市地域公共交通計画（令和 3年度～令和7年度） 

 朝霞市歩道橋長寿命化計画（令和元年度～令和 10年度） 

 朝霞市無電柱化推進計画（令和２年度～令和１０年度） 

緑・景観・環境

共生 

 朝霞市みどりの基本計画（平成２８年度～令和７年度） 

 朝霞市景観計画（平成 27年度～令和 16年度） 

 朝霞市都市計画マスタープラン（平成 17年度～令和７年度） 

 朝霞市公園施設長寿命化計画（平成２７年度～令和６年度） 

市街地整備 
 朝霞市都市計画マスタープラン（平成 17年度～令和７年度） 

 朝霞市道路整備基本計画（令和元年度～令和 10年度） 

上下水道整備 

 朝霞市水道事業耐震化計画（平成 24年度～令和 13年度） 

 朝霞市水道事業基本計画（平成 24年度～令和63年） 

 朝霞市水道事業経営戦略（令和元年度～令和 10年度） 

 朝霞市雨水管理総合計画（令和 2年度～） 

 朝霞市下水道ストックマネジメント計画（令和 2年度～） 

安全・安心 

 朝霞市都市計画マスタープラン（平成 17年度～令和７年度） 

 朝霞市建築物耐震改修促進計画（令和３年度～令和７年度） 

 朝霞市水道事業耐震化計画（平成２４年度～令和１３年度） 

 朝霞市雨水管理総合計画（令和 2年度～） 

 朝霞市地域公共交通計画（令和 3年度～令和7年度） 

産業活性化  朝霞市産業振興基本計画（令和元年度～令和１０年度） 

産業の育成と

支援 
 朝霞市産業振興基本計画（令和元年度～令和１０年度） 

勤労者支援  朝霞市産業振興基本計画（令和元年度～令和１０年度） 

第６章 

基本構想を推

進するために 

人権の尊重 

 第２期朝霞市教育振興基本計画（令和 3年度～令和7年度） 

 第３次朝霞市生涯学習計画（平成 29年度～令和8年度） 

 朝霞市人権・同和行政実施計画（平成 30年度～令和4年度） 

男女平等  第2次朝霞市男女平等推進行動計画（平成 28年度～令和７年度） 

多文化共生  朝霞市国際化基本指針 

市民参画・ 

協働 
 朝霞市市民協働指針（平成 20年度～） 

行財政 

 第５次朝霞市総合計画実施計画（毎年度策定） 

 第２期朝霞市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和３年度～令和７年度） 

 朝霞市公共施設等総合管理計画（平成２８年度～令和47年度） 

 朝霞市公共施設等マネジメント実施計画（令和３年度～令和７年度） 

 朝霞市シティ・プロモーション取組基本方針（平成 28年度～） 

 ※「第５次朝霞市総合計画後期基本計画」参考 

 



朝霞市犯罪被害者等支援条例制定について 

【制定動機】 

社会で普通に暮らしている中で、誰もが突然に犯罪被害者やその家族、遺族

になる可能性がある。また、生計、医療・福祉、住宅、雇用など生活各般にわ

たる問題に直面し、さらには周囲の配慮不足による社会的孤立を余儀なくされ

る場合もあり、二次的被害に苦しんでいる方もいる。誰もが安全で安心して暮

らすことができる地域社会を実現するため、犯罪被害者等に対する適切な支援

をすることを目的とする。 

また、令和３年３月に閣議決定された第４次犯罪被害者等基本計画において

地方公共団体における被害者支援の推進について明記されていること、制定し

ていない場合、相談があった際に適切なサービスを提供できないことなど、自

治体間での格差が生じる可能性もある。 

 上記の様に犯罪被害者等に不安や負担をなるべくかけない取組を当市でも講

じる必要があると考える。 

 

【条例の支援内容】 

犯罪被害者等の支援に関し、基本理念のほか、市、市民及び事業者の責務を

明らかにし、相談や情報提供などを行うとともに、犯罪被害者等が再び平穏な

生活を営むことができるよう、犯罪被害者等に寄り添った支援を行っていくも

のとなっている。 

 また、犯罪被害者等で一定の条件に該当した方に見舞金の支給を行うもので

ある。 

 

【参考にした自治体】 

・川越市「川越市犯罪被害者等支援条例」 

・さいたま市「さいたま市犯罪被害者等支援条例」 

・春日部市「春日部市犯罪被害者等支援条例」 
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議案第 号  

 

   朝霞市犯罪被害者等支援条例（案）  

 

 （目的）  

第１条 この条例は、犯罪被害者等の支援に関し、基本理念を定め、並びに市、

市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、犯罪被害者等の支援に関す

る施策の基本となる事項を定め、当該施策を総合的に推進することにより、

犯罪被害者等が再び平穏な生活を営むことができるよう支援を図り、もって

犯罪被害者等を支え合う地域社会の形成に寄与することを目的とする。  

 （定義）  

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。  

 （1）  犯罪等 犯罪被害者等基本法（平成１６年法律第１６１号）第２条第１

項に規定する犯罪等をいう。  

 （2）  犯罪被害者等 犯罪被害者等基本法第２条第２項に規定する犯罪被害者

等をいう。  

 （3）  関係機関等 国、県、警察その他の関係機関及び犯罪被害者等の支援を

行う民間の団体その他の犯罪被害者等の支援に関係するものをいう。  

 （4）二次的被害 犯罪等による直接的な被害を受けた後に、犯罪被害者等が

受ける精神的な苦痛、心身の不調、プライバシーの侵害、経済的な損失そ

の他の被害をいう。  

 （5）  市民 市内に居住し、滞在し、通勤し、通学し、又は活動する個人及び

団体をいう。  

 （6）  事業者 市内において事業を行う個人又は法人その他の団体をいう。  

（基本理念）  

第３条 全て犯罪被害者等は、個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわし

い処遇を保障される権利を有する。  

２ 犯罪被害者等の支援は、犯罪被害者等が被害を受けたときから再び平穏な

生活を営むことができるようになるまでの間、被害の状況及び原因、犯罪被

害者等が置かれている状況その他の事情に応じて、適切に途切れることなく

行われなければならない。  

３ 犯罪被害者等の支援は、犯罪被害者等の名誉及び生活の平穏を害すること

並びに二次的被害を生じさせることのないよう行うとともに、犯罪被害者等

の支援に関する個人情報の厳正な取扱いの確保に十分配慮して行わなければ
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ならない。  

４ 犯罪被害者等の支援は、市、市民、事業者及び関係機関等が相互に連携し、

並びに協力して推進されなければならない。  

（市の責務）  

第４条 市は、前条に規定する基本理念にのっとり、関係機関等との適切な役

割分担を踏まえて、犯罪被害者等の支援に関する施策を実施するものとする。  

２ 市は、犯罪被害者等の支援が円滑に実施されるよう、関係機関等と連携し、

及び協力するものとする。  

（市民の責務）  

第５条 市民は、基本理念にのっとり、犯罪被害者等が置かれている状況及び

犯罪被害者等の支援の必要性についての理解を深め、二次的被害を生じさせ

ることのないよう十分配慮するとともに、市及び関係機関等が行う犯罪被害

者等の支援に協力するよう努めるものとする。  

（事業者の責務）  

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、犯罪被害者等が置かれている状況及

び犯罪被害者等の支援の必要性についての理解を深め、事業活動を行うに際

して二次的被害を生じさせることのないよう十分配慮するとともに、犯罪被

害者等の支援に努めるものとする。  

２ 事業者は、犯罪被害者等がその被害に係る刑事等に関する手続に適切に関

与することができるよう、犯罪被害者等の就労及び勤務について、十分配慮

するよう努めるものとする。  

（相談及び情報の提供等）  

第７条 市は、犯罪被害者等が日常生活又は社会生活を円滑に営むことができ

るようにするため、犯罪被害者等が直面している各般の問題について相談に

応じ、必要な情報の提供及び助言を行うとともに、関係機関等との連絡及び

調整を行うものとする。  

２ 市は、前項の規定による相談、必要な情報の提供及び助言並びに関係機関

等との連絡及び調整を総合的に行うための窓口を設置するものとする。  

（見舞金の支給）  

第８条 市は、犯罪被害者等が受けた被害による経済的又は精神的な負担の軽

減を図るため、規則で定めるところにより、見舞金を支給するものとする。  

（市民等の理解の増進）  

第９条 市は、犯罪被害者等が置かれている状況、犯罪被害者等の支援の必要

性及び二次的被害が生じることのないよう配慮することの重要性について、

市民及び事業者の理解を深めるため、広報活動、啓発活動その他の必要な施
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策を講ずるものとする。  

（人材の育成）  

第１０条 市は、犯罪被害者等の支援の充実を図るため、相談、助言その他の

犯罪被害者等の支援を行う人材を育成するための研修その他の必要な施策を

講ずるものとする。  

（意見等の反映）  

第１１条 市は、犯罪被害者等の支援を適切に行うため、犯罪被害者等からの

意見及び要望を把握し、市が実施する犯罪被害者等の支援に関する施策に反

映するよう努めるものとする。  

（委任）  

第１２条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

   附 則  

この条例は、令和４年７月１日から施行する。  

 

  令和  年 月  日提出  

 

                       朝霞市長 富岡 勝則   
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朝霞市規則第   号 

   朝霞市犯罪被害者等支援条例施行規則（案） 

【参考資料】 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、朝霞市犯罪被害者等支援条例（令和 年朝霞市条例第 

 号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

 （1）  犯罪行為 日本国内又は日本国外にある日本船舶若しくは日本航空機

内において行われた人の生命又は身体を害する罪に当たる行為（刑法

（明治４０年法律第４５号）第３７条第１項本文、第３９条第１項又は

第４１条の規定により罰せられない行為を含むものとし、同法第３５条

又は第３６条第１項の規定により罰せられない行為及び過失による行為

を除く。）をいう。 

 （2）重傷病 負傷若しくは疾病が治り、又はその症状が固定する前における

当該負傷又は疾病に係る身体の被害であって、当該負傷又は疾病の療養の

期間が１月以上であったことその他政令で定める要件を満たすものをいう。 

 （見舞金の種類及び額）  

 第３条 朝霞市犯罪被害者等支援条例第八条の見舞金（以下「見舞金」とい

う。）の額は、次の各号に掲げる見舞金の種類の区分に応じ、当該各号に

定める額とする。 

  （1）  遺族見舞金  ３０万円 

  （2）  重傷病見舞金 １０万円 

２ 前項の規定にかかわらず、同項第２号の重傷病見舞金の支給を受けた者が、

当該重傷病見舞金の支給に係る犯罪行為による被害に起因して死亡した場合

は、同項第１号に規定する遺族見舞金の額から同項第２号に規定する重傷病

見舞金の額を控除して得た額を遺族見舞金として当該遺族に支給する。 

 （見舞金の支給対象者） 

 第４条 見舞金の支給を受けることができる者は、次の各号に掲げる見舞金

の種類の区分に応じ、当該各号に定める者とする。  

  （1）遺族見舞金 犯罪行為により死亡した者であって、当該犯罪行為が行

われた時に市民であったもの（以下「死亡被害者」という。）の遺族の

うち、次条第３項の規定により第１順位の遺族となる者（以下「第１順
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位遺族」という。） 

  （2）  重傷病見舞金 犯罪行為により重傷病を負った者で、当該犯罪行為が

行われた時から重傷病見舞金を申請する時まで引き続き市民であるもの

（第６条及び第７条において「重傷病被害者」という。） 

 （遺族の範囲及び順位） 

 第５条 遺族見舞金の支給を受けることができる遺族は、死亡被害者の死亡

時において次の各号のいずれかに該当する者で、犯罪行為が行われた時か

ら遺族見舞金を申請する時まで引き続き市民であるものとする。 

  （1）死亡被害者の配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と

同様の事情にあった者を含む。第７条第１号において同じ。） 

  （2）死亡被害者の収入によって生計を維持していた当該死亡被害者の子、

父母、孫、祖父母及び兄弟姉妹 

  （3）前号に該当しない死亡被害者の子、父母、孫、祖父母及び兄弟姉妹 

２ 死亡被害者の死亡の当時胎児であった子が出生した場合においては、前項

の規定の適用については、その子は、その母が当該死亡被害者の死亡の当

時その収入によって生計を維持していたときにあっては同項第２号の子と、

その他のときにあっては同項第３号の子とみなす。 

３ 遺族見舞金の支給を受けるべき遺族の順位は、第１項各号の順序とし、同

項第２号及び第３号に掲げる者のうちにあっては、それぞれ当該各号に掲

げる順序とし、父母については、養父母を先にし、実父母を後にする。 

４ 第１順位遺族が２人以上あるときは、これらの者は、そのうちの１人を遺

族見舞金の申請、請求及び受領についての代表者に選任しなければならな

い。 

 （見舞金の支給の制限） 

 第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、見舞金を支給しな

いことができる。 

（1）犯罪行為が行われた時において、犯罪行為被害者（死亡被害者及び重傷

病被害者をいう。以下この条において同じ。）又は第１順位遺族と加害

者との間に、次のいずれかに該当する関係があったとき。 

イ 夫婦（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情に

あった場合を含む。） 

ロ 直系血族（親子については、縁組の届出をしていないが、事実上養

子縁組関係と同様の事情にあった場合を含む。） 

ハ ３親等内の親族（イ又はロに掲げる者を除く。） 
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 （2）当該犯罪行為による被害について、犯罪行為被害者又は第１順位遺族に

次のいずれかに該当する行為があったとき。  

イ 当該犯罪行為を教唆し、又はほう助する行為 

ロ 過度の暴行、脅迫、重大な侮辱等当該犯罪行為を誘発する行為 

ハ 当該犯罪行為に関連する著しく不正な行為 

 （3）  犯罪行為被害者又は第１順位遺族に次のいずれかに該当する事由があ

ったとき。 

イ 当該犯罪行為を容認していたこと。 

  ロ 集団的に、又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織に属

し、又は属していたことがあること。 

  ハ 当該犯罪行為に対する報復として、加害者又はその親族その他の加害

者と密接な関係にある者の生命を害し、又は身体に重大な害を与えた

こと。 

 （4）  前３号に掲げるもののほか、見舞金を支給することが社会通念上適切

でないと認められるとき。 

 （見舞金の支給申請） 

第７条 見舞金の支給の申請をしようとする者（以下この条及び次条において

「申請者」という。）は、次の各号に掲げる見舞金の種類の区分に応じ、当

該各号に定める書類を市長に提出しなければならない。 

 （1）遺族見舞金 遺族見舞金支給申請書（様式第１号）及び次に掲げる書類 

イ 死亡被害者の死亡診断書その他当該死亡被害者の死亡の事実及び死

亡の年月日を証明する書類 

ロ 犯罪行為が行われた時に死亡被害者が市民であったことを証する住民 

票の写しその他の証明書 

ハ 当該犯罪行為が行われた時から遺族見舞金を申請する時まで申請者

が引き続き市民であることを証明する住民票の写しその他の証明書 

ニ 戸籍謄本その他の死亡被害者と申請者との続柄を確認する書類 

ホ 申請者が死亡被害者と婚姻の届出をしていないが、死亡被害者の死亡 

の当時事実上婚姻関係と同様の事情にあったときは、その事実を証明す

る書類 

ヘ 申請者が配偶者以外の者であるときは、第１順位遺族であることを

証明する書類 

ト 申請者が第５条第１項第２号の規定に該当する者であるときは、死亡 

被害者の収入によって生計を維持していたことを証明する書類 

チ 第１順位遺族が２人以上あるときは、遺族見舞金代表者選任届（様式 

第２号） 

リ その他市長が必要と認める書類 
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 （2）重傷病見舞金 重傷病見舞金支給申請書（様式第３号）及び次に掲げる

書類 

イ 重傷病被害者の重傷病の状態及び加療を要する日数に関する医師又は 

歯科医師の診断書その他の書類 

ロ 犯罪行為が行われた時から重傷病見舞金を申請する時まで申請者が市 

民であったことを証明する住民票の写しその他の証明書 

ハ その他市長が必要と認める書類 

 （支給申請の期限） 

第８条 犯罪被害者等見舞金の支給申請は、当該犯罪行為による死亡若しくは

傷害の発生を知った日から２年を経過したとき又は当該犯罪行為による死亡

若しくは傷害が発生した日から７年を経過したときは、することができない。 

 （見舞金の支給決定） 

第９条 市長は、前条の規定による申請の内容を審査し、見舞金の支給の可否

を決定したときは、見舞金支給（不支給）決定通知書（様式第４号）によ

り、申請者に通知するものとする。 

 （見舞金の請求） 

第１０条 前条の規定により見舞金を支給する旨の決定（第１１条において

「支給決定」という。）を受けた者は、当該見舞金の支給を請求するとき

は、見舞金請求書（様式第５号）を市長に提出しなければならない。 

 （見舞金に係る調査等） 

第１１条 市長は、見舞金の支給に関し必要があると認めるときは、関係機関

等に対し、必要な事項の調査を行い、又は報告を求めることができる。 

 （見舞金の支給決定の取消し等） 

第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、見舞金の支給決定

を取り消すことができる。この場合において、既に見舞金を支給したとき

は、その返還を求めるものとする。 

 （1）  支給決定後に、第６条各号の規定に該当することが判明したとき。 

 （2）  偽りその他不正の手段により支給決定を受けたことが判明したとき。 

 （3）  前２号に掲げるもののほか、見舞金の支給決定を取り消すことが適当

であると市長が認めるとき。 

 （委任） 

第１３条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

 この規則は、令和４年７月１日から施行する。 
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 （経過措置） 

 この規則の規定は、この規則の施行の日以後に行われた犯罪行為により死亡

した犯罪被害者の遺族又は傷害を受けた犯罪被害者について適用する。 
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様式第１号（第７条関係） 

 

遺族見舞金支給申請書 

   年  月  日 

（提出先） 

朝霞市長 

                  住  所 

                  フリガナ 

                  氏  名 

                  電話番号 

                  犯罪行為被害者との続柄 

 

 朝霞市犯罪被害者等支援条例施行規則第７条の規定により、次

のとおり遺族見舞金の支給を申請します。 

犯
罪
行
為
被
害
者 

フ リ ガ ナ  

氏   名  

生 年 月 日 年    月    日 

犯 罪 行 為 が

行 わ れ た 時

の 住 所 

 

死 亡 年 月 日 年    月    日 

犯罪行為が行われた

日 時 

    年  月  日   

午前・午後  時  分頃 
犯罪行為が行われた

場 所 
 

犯 罪 行 為 に よ る 

被 害 の 発 生 状 況 
 

取 扱 警 察 署 
(被害届の受理番号) 

都道府県     警察署 

（   年   月   日  第      号） 

死亡前の重傷病見

舞金の支給の有無 
有 ・ 無 

備 考  

【同意欄】 

 犯罪行為による被害の発生状況等、遺族見舞金の支給に関し必要

な事項について、朝霞市長が関係機関等に対して調査等を行うこと

に同意します。 

    年  月  日 

                  氏  名 
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様式第２号（第７条関係） 

 

遺族見舞金代表者選任届 

年  月  日  

（提出先） 

朝霞市長 

                    住  所 

                    フリガナ 

                    氏  名 

                    電話番号 

                    犯罪行為被害者との続柄 

 

 私は、遺族見舞金を受けるべき第１順位の遺族を代表し、遺

族見舞金の申請、請求及び受領をする者に選任されたことを

届け出ます。 

 

 

私は、上記の者が、遺族見舞金を受けるべき第１順位の遺族を

代表し、遺族見舞金の申請、請求及び受領をする者となることに

同意します。 

第 １ 順 位 の 

遺 族 の 氏 名 

犯罪行為被

害 者 

と の 続 柄 

住  所 電話番号 
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様式第３号（第７関係） 

 

重傷病見舞金支給申請書 

年  月  日  

（提出先） 

朝霞市長 

                    住  所 

                    フリガナ 

                    氏  名 

                    電話番号 

 

 朝霞市犯罪被害者等支援条例施行規則第７条の規定によ

り、次のとおり重傷病見舞金の支給を申請します。 

 

犯
罪
行
為
被
害
者 

フ リ ガ ナ  

氏   名  

生 年 月 日 年    月    日 

犯 罪 行 為 が

行 わ れ た 時

の 住 所 

 

犯罪行為が行われ

た 日 時 

    年  月  日  午前・午後  

時  分頃 

犯罪行為が行われ

た 場 所 
 

犯 罪 行 為 に よ る 

被 害 の 発 生 状 況 
 

負傷又は疾病の状態   

取 扱 警 察 署 

(被害届の受理番号) 
       都道府県     警察署 

（   年   月   日  第      号） 

備 考  

【同意欄】 

 犯罪行為による被害の発生状況等、重傷病見舞金の支給に関し必

要な事項について、朝霞市長が関係機関等に対して調査等を行うこ

とに同意します。 

    年  月  日 

                      氏  名 
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４－２議案第  号資料 

 様式第４号（第８条関係） 

 

見舞金支給（不支給）決定通知書 

第     号  

年  月  日  

様 

 

朝霞市長         印   

   

     年  月  日付で支給の申請がありました見

舞金については、次のとおり決定したので、朝霞市犯罪被

害者等支援条例施行規則第８条の規定により通知します。 

 

１ 支給する 

 （1）見舞金の種類  遺族見舞金 ・ 重傷病見舞金 

 （2）見舞金の金額 

                           円 

２ 支給しない 

（理由） 

 

 

 

 

 

教示 

１ この処分について不服がある場合は、この処分があった

ことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、朝霞

市長に対して審査請求をすることができます。 

２ この処分については、上記１の審査請求のほか、この処

分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以

内に、朝霞市を被告として（訴訟において朝霞市を代表

する者は朝霞市長となります。）、処分の取消しの訴え

を提起することができます。なお、上記１の審査請求を

した場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に

対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して

６か月以内に提起することができます。 

３ ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請

求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があっ

た日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請

求をすることや処分の取消しの訴えを提起することがで

きなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記

の期間やこの処分（審査請求をした場合には、その審査

請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年

を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取

消しの訴えを提起することが認められる場合がありま

す。 
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４－２議案第  号資料 

 
様式第５号（第９条関係） 

 

見舞金請求書 

年  月  日    

（提出先） 

朝霞市長 

                    住  所 

                    フリガナ 

                    氏  名 

                    電話番号 

 

 

 朝霞市犯罪被害者等支援条例施行規則第９条の規定に

より、次のとおり見舞金を請求します。 

 

見 舞 金 の 種 類 遺族見舞金 ・ 重傷病見舞金 

見舞金決定通知書番号 年  月  日付 第   号 

請 求 金 額  

見

舞

金

の

振

込

先 

金 融 機 関 名  

支 店 名  

預 金 種 類 普通 ・ 当座 

口 座 番 号  

フ リ ガ ナ  

口 座 名 義 人  
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水道料金及び水道利用加入金改定額（案） 

 

＜水道料金（基本料金・従量割料金）＞ 

〇基本料金                  （２か月分・税抜） 

 

 

〇従量割料金                    （1㎥あたり・税抜）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水道利用加入金＞ 

         （１給水装置につき・税抜） 

  

 

 

  

口径 現行 改定額 アップ額 

13mm 800 円 900 円 100 円 

20mm 1,300 円 1,400 円 100 円 

25mm 3,400 円 3,800 円 400 円 

30mm 6,800 円 7,600 円 800 円 

40mm 12,600 円 14,000 円 1,400 円 

50mm 25,200 円 28,000 円 2,800 円 

75mm 50,400 円 56,000 円 5,600 円 

100mm 100,800 円 112,000 円 11,200 円 

150mm 201,600 円 225,000 円 23,400 円 

200mm 403,200 円 450,000 円 46,800 円 

使用水量 現行 改定額 アップ額 

1 ㎥～20 ㎥ 55 円 60 円 5 円 

21 ㎥～40 ㎥ 90 円 100 円 10 円 

41 ㎥～100 ㎥ 120 円 130 円 10 円 

101 ㎥～200 ㎥ 155 円 175 円 20 円 

201 ㎥～1000 ㎥ 185 円 215 円 30 円 

1001 ㎥～ 205 円 240 円 35 円 

 ※新設定 5001 ㎥～ 260 円 55 円 

口径 現行加入金 改定額 アップ額 

13mm 120,000 円 135,000 円 15,000 円 

20mm 250,000 円 280,000 円 30,000 円 

25mm 500,000 円 560,000 円 60,000 円 

30mm 850,000 円 950,000 円 100,000 円 

40mm 1,620,000 円 1,800,000 円 180,000 円 

50mm 2,770,000 円 3,100,000 円 330,000 円 

75mm 7,500,000 円 8,300,000 円 800,000 円 

100mm 13,860,000 円 15,300,000 円 1,440,000 円 

150mm 17,320,000 円 19,100,000 円 1,780,000 円 

200mm 23,100,000 円 25,500,000 円 2,400,000 円 
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料金改定による影響額

現行 改定後 差引 アップ率 現行 改定後 差引 アップ率

16㎥（単身世帯） 1,680 1,860 180 10.7% 2,180 2,360 180 8.3%

32㎥（二人世帯） 2,980 3,300 320 10.7% 3,480 3,800 320 9.2%

42㎥（三人世帯） 3,940 4,360 420 10.7% 4,440 4,860 420 9.5%

50㎥（四人世帯） 4,900 5,400 500 10.2% 5,400 5,900 500 9.3%

100㎥ 10,900 11,900 1,000 9.2% 11,400 12,400 1,000 8.8%

現行 改定後 差引 アップ率 現行 改定後 差引 アップ率

200㎥ 29,000    32,300    3,300     11.4% 32,400 36,100 3,700 11.4%

500㎥ 84,500    96,800    12,300    14.6% 87,900 100,600 12,700 14.4%

1000㎥ 177,000   204,300   27,300    15.4% 180,400 208,100 27,700 15.4%

2000㎥ 382,000   444,300   62,300    16.3% 385,400 448,100 62,700 16.3%

3000㎥ 587,000   684,300   97,300    16.6% 590,400 688,100 97,700 16.5%

現行 改定後 差引 アップ率 現行 改定後 差引 アップ率

200㎥ 38,200 42,500 4,300 11.3% 50,800    56,500    5,700     11.2%

500㎥ 93,700 107,000 13,300 14.2% 106,300   121,000   14,700    13.8%

1000㎥ 186,200 214,500 28,300 15.2% 198,800   228,500   29,700    14.9%

2000㎥ 391,200 454,500 63,300 16.2% 403,800   468,500   64,700    16.0%

3000㎥ 596,200 694,500 98,300 16.5% 608,800   708,500   99,700    16.4%

現行 改定後 差引 アップ率 現行 改定後 差引 アップ率

1000㎥ 224,000 256,500 32,500 14.5%

2000㎥ 429,000 496,500 67,500 15.7%

3000㎥ 634,000 736,500 102,500 16.2%

5000㎥ 1,044,000 1,216,500 172,500 16.5% 1,094,400 1,272,500 178,100 16.3%

10000㎥ 2,069,000 2,516,500 447,500 21.6% 2,119,400 2,572,500 453,100 21.4%

口径及び使用水量毎の料金改定比較　１調定（２か月）、消費税抜き

 使用水量

（２か月）

７５ミリ（給水戸数：２３戸　0.03%） １００ミリ（給水戸数：１戸　0.00%）

４０ミリ（給水戸数：153戸　0.23%） ５０ミリ（給水戸数：62戸　0.09%）

 使用水量

（２か月）

 使用水量

（２か月）

 使用水量

（２か月）

１３ミリ（給水戸数：28,570戸　42.20％） ２０ミリ（給水戸数：38,236戸　56.47%）

２５ミリ（給水戸数：514戸　0.76%） ３０ミリ（給水戸数：150戸　0.22%）
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7,260
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7,920
7,975
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8,250
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8,448
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8,756
8,932

9,416
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9,922

10,461
10,461
10,461
10,461
10,461

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

埼玉県内の市町村との水道料金の比較① （口径 20㎜・2 ケ月分・税込） 

2,838
3,046
3,088
3,139
3,190
3,410
3,432
3,434
3,476
3,564
3,630
3,652
3,696
3,696
3,762
3,780
3,806
3,810
3,828
3,828
3,894
3,938
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4,048
4,202
4,202
4,268
4,356
4,488
4,496
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4,593
4,620
4,620
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4,796
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4,928
4,932
4,998
5,027
5,082
5,082
5,082
5,214
5,456
5,714
5,720
5,918

6,336
6,732

7,414
7,414
7,414
7,414
7,414

8,195

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

朝霞市 

朝霞市 

5,229

5,282

5,434

5,596

5,610

5,940

5,940

5,951

6,050

6,259

6,314

6,654

6,710

6,820

7,704

7,733

7,810

7,975

7,986

8,448

9,416

9,922

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

県南中部及び類似団体 

（22 団体 23 市町） 

2人世帯（３２㎥）の場合 

県内の全市町村 

４人世帯（５０㎥）の場合 

県南中部及び類似団体 

（22 団体 23 市町） 

県内の全市町村 

改定後 

4,180 円 

（352円増） 

改定後 

6,490 円 

（550円増） 

改定後 

4,180 円 

（352円増） 

改定後 

6,490 円 

（550円増） 

3-1 

朝霞市 

朝霞市 

（円） 

（円） 

（円） 

（円） 



 

 

埼玉県内の市町村との水道料金の比較② （2 ケ月分・税込） 

県南中部及び類似団体 （22 団体 23 市町） 

口径 20ｍｍで200 ㎥ 使用した場合 
口径 30ｍｍで１，０００㎥ 使用した場合 

県南中部及び類似団体 （22 団体 23 市町） 

改定後 

6,490 円 

（550円増） 

3-2 

163,130

178,352

198,440

202,136

206,767

215,600

227,328

229,755

232,760

244,310

250,800

251,460

265,078

282,480

289,300

309,210

310,106

314,534

323,510

328,790

339,064

345,840

415,250

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000 450,000

28,490

28,668
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29,590

31,350

34,034

35,517
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37,114

38,016

40,137

40,370

41,316

41,778

44,110

44,660

44,737

45,500

46,640

47,740

48,400

49,214

62,656

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

改定後 
32,890 円 

（3,300 円増） 

改定後 
228,910 円 

（30,470 円増） 
朝霞市 

朝霞市 

（円） （円） 
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上下水道審議会審議概要 

 

上下水道審議会委員     第１号委員   市議会の議員    ３人 

               第２号委員   上下水道使用者   ６人 

               第３号委員   知識経験を有する者 ６人 

 

回 開催日時・会場・出席 主な審議内容 

1 令和 3年 6月 1日（火） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

14 名出席 

・諮問「朝霞市の適正な水道料金の水準について」 

・水道事業の現状と課題 

公営企業のあらまし（一般的行政サービスとの違

い・独立採算制など）、水循環の仕組み   

2 令和 3年 7月 8日（木） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

14 名出席 

・水道事業のこれまでの１０年間の振り返り 

・水道事業の今後１０年間の必要とする建設改良事

業等の見込、給水人口の動向や社会情勢等からみ

た水需要の予測、収益予測 

・水道料金、水道利用加入金の改定率 

今後１０年間の財政収支バランスの均衡を図る

ための必要な改定率の提示 

          ⇓ 

財政収支予測及び改定率の検討＜継続審議＞ 

3 令和 3年 8月 4日（水） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

13 名出席 

・水道料金、水道利用加入金の改定率 

  １０年間の財政収支バランスの均衡を図るため

に必要な料金改定率を水道料金 12％程度、水道

利用加入金 10％程度で承認 

4 令和 3年 10 月 8 日（金） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

14 名出席 

・水道料金、水道利用加入金の改定額 

  水道料金、水道利用加入金の改定額案の提示 

料金改定に伴う標準使用量に対する影響額 

  県南中部・県内類似団体との比較 

口径・使用水量の大きさによる逓増型料金設定           

         ⇓ 

改定額の検討＜継続審議＞ 

5 令和 3年 11 月 2 日（火） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

14 名出席 

・水道料金、水道利用加入金の改定額 

  改定案の通り改定額を承認 

6 令和 3年 11 月 19 日（金） 

午前 10 時 

朝霞市水道庁舎会議室 

12 名出席 

・諮問に対する答申案の取りまとめ 

  答申案について全会一致で承認 
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上下水道審議会の検討ポイント 

 

水道料金改定の検討に至る経緯 

 

   本市の水道事業は、供用開始以降、浄水場や水道本管等の維持管理を日常的、継続

的に実施してきたほか、その施設の更新や耐震化事業を計画的に実施しているところ

である。 

 しかしながら、高度成長期に整備された大量の社会資本である水道施設の老朽化が

顕在化しており、今後、ますます増大する見込みとなっており、老朽化しつつある施設

の更新事業を適切に実施することが最重要課題と考える。 

 今後、大きな収益の増加が見込めない中、将来にわたって安定的、持続的に水道サ 

ービスを提供していくことができるよう、本市の適正な水道料金の水準について、令和

３年６月１日に朝霞市上下水道審議会に対して諮問を行っており、６回の審議を経て、

１２月６日に別紙改定額の通り答申をいただいた。 

 

１ 水道施設の更新需要予測 

〇老朽管更新事業等 

令和３年度時点  令和４年度～１３年度  令和１４年度時点 

経年管延長 

（布設後４０年以上経過した管） 

約２２km 

今後１０年間で約６０km 増

える予定 

 

更新事業を行わないと 

１０年後に約８０km となる 

※これまでは、老朽管更新・

耐震化事業合わせて、年４km

程度しか実施していない。 

 老朽管更新事業 

（耐震化・水圧不足更新含） 

年間約５km×１０年間 

＝５０km 

※今後は、老朽管更新・耐震

化事業合わせて、年５km 以

上実施していく。 

 

 

 

１０年間事業費約６０億円 

 経年管延長 

（布設後４０年以上経過した管） 

約３０km 

 

その後の１０年間でさらに 

５６kmの経年管が当たらに増

える。 

〇浄水場更新事業 

令和４年度～１３年度  令和１４年度以降 

浄水場更新事業 

４期・５期工事 

泉水・岡浄水場 

ポンプ、配水池施設、電気設備等更新工事 

 

１０年間事業費約３７億円 

 １期工事（リスタート） 

 

１０年間総事業費約３０億円 
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２ 内部留保資金と企業債残高について 

 

  料金等の改定率及び企業債の活用方法 
令和２年度決

算ベース 
令和１３年度予測 

料金改定 

（有） 

改定 

内容 

水道料金：令和４年度に１２％程度 

加入金：令和４年度に１０％程度 

内部留保資金 

１７億円 

  

企業債残高 

４８億円 

内部留保資金 

企業債残高 

１７億円 

４６億円 今後の

企業債

の活用

方法 

令和４・５年度は、全ての事業に活

用 

令和６年度以降は、浄水場更新事業

のみ活用 

経営戦略の考え方と同じ 

   

≪参考≫ 

料金改定を 

しない場合 今後の

企業債

の活用

方法 

全ての期間で、全ての事業（老朽管

及び浄水場更新事業）に活用 

内部留保資金 

企業債残高 

２６億円 

７８億円 

令和４・５年度は、全ての事業に活

用 

令和６年度以降は、浄水場更新事業

のみ活用 

経営戦略の考え方と同じ 

内部留保資金 

企業債残高 

△６億円 

４６億円 
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３ 経営戦略策定時点（平成３０年度）からの見直し 

 

経営戦略策定時点 

①財政収支計画対象期間は、令和元年度か

ら令和１０年度までの１０年間 

②令和６年度から老朽管更新事業を自己財

源で行う。（企業債を活用しない） 

③浄水場更新事業は、企業債対象を継続す

る。 

④内部留保資金は、令和１０年度に２０億

円を確保する。 

⑤企業債残高は、５０億円を増加させない。 

 

 

 今回見直し 

①財政収支計画対象期間は、令和４年度か

ら令和１３年度までの１０年間 

②令和６年度から老朽管更新事業を自己財

源で行う。（企業債を活用しない） 

③浄水場更新事業は、企業債対象を継続す

る。 

④内部留保資金は、現在額（約１７億円）を

減額しないようにする。 

⑤企業債残高は、少しずつ減らす。 

⑥収益及び事業費は、実績等を踏まえ、今

後の必要量等を再試算する。 

⑦水道利用加入金の改定も検討する。 

   

料金改定 

令和４年度に２９％の料金改定の必要性を

試算 

※負担軽減案として、令和４年度と８年度

にそれぞれ１５％の改定 

 

 料金改定に向けての検討 

 

水道料金改定額    ※Ｐ１の表の通り 

水道利用加入金改定額 ※Ｐ１の表の通り 

 ※水道料金改定による収益増加率は 

約１２％程度となる。 

 

令和１４年度時点見込 

内部留保資金残高  約１７億円 

企業債未償還残高  約４６億円 
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水道利用者への情報発信 

 

 （１）水道事業パネル展の開催 

 

『水道事業パネル展～将来の朝霞の水道を考えよう～』 

 

日時  ①令和３年９月１１日（土）１０時～１６時 

   中央公民館・コミュニティセンター  1 階ギャラリー 

    ②令和３年９月１８日（土）１０時～１６時 

   産業文化センター 1 階ギャラリー 

 

内容  （１）パネル展示（施設の現状・計画的な更新事業の必要性、経営状況・今後の

料金改定の必要性など） 

    （２）実物の水道管、管・メーターの模型の展示 

    （３）水の実験コーナー 

（４）浄水場の仕組みのＤＶＤ上映 

 

来場者等 

 来場者数 アンケート回収数 

１１日 ９７人（大人 ７２人 子供２５人） ７０人（うち市内 ６２人） 

１８日 １３７人（大人 ９７人 子供４０人） ８８人（うち市内 ７５人） 

合計 ２３４人（大人１６９人 子供６５人） １５８人（うち市内１３７人） 
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来場者アンケート結果（一部抜粋） 

 

市内在住回答者  １３６人 

 

（問）水道施設について、今後１０年間で古くなった浄水場や水道管などを更新していか

なければならない現状を見てご理解いただけましたか？ 

 

   とても理解できた 102 人（75.0％）、まあまあ理解できた 31 人（22.8％） 

   どちらでもない 3 人（2.2％）、あまり理解できなかった 0 人 

   まったく理解できなかった 0 人 

 

（問）水道事業経営について、今後１０年間で財源の確保をしていかなければならない状

況を見て、ご理解いただけましたか？ 

 

   とても理解できた 88 人（65.2％）、まあまあ理解できた 41 人（30.4％） 

   どちらでもない 5 人（3.7％）、あまり理解できなかった 1 人（0.7％） 

   まったく理解できなかった 0 人 

 

 

来場者アンケートにおける自由記入欄「料金改定に関すること」（市内在住者４２件中一部抜粋） 

 

・将来に借金を残すのではなく、料金改定して対応するべき 

 

・毎日たくさんの水道を使っています。安心安全に利用するためには、それ相応の負担は

あたり前だと思いますので、値上げすることに対して賛成です。 

 

・市民の重要な生活インフラのひとつである「上下水道」に関し、非常にわかりやすい説

明で参考になりました。（パネル＆説明員さん） 

料金に関しても他自治体と比べ、かなりの低料金であることに驚きました。今後も安定

した経営をしていただき、安全安心な上下水道維持の為にも、１０％～１２％程度の料金

改定は必須だと感じました。今後とも宜しくお願い致します。 

 

・多少、料金が上がっても設備投資は必要だと思います。命にかかわることなので重要で

す。 

 

・料金改定の必要性は理解出来るが、現実の家計にひびくような料金値上げは、あまりう

れしくないと思う。その点を重要視して料金の改定をしてほしい。 

 

・古い水道管を新しくするために費用がかかるので、料金改定されるのは致し方ないと思

いますが、利用者に充分に説明して納得をえる事が必要だと思います。 

 

※アンケート全記録及び自由記入欄記載意見の全文については、ホームページにおいて

公開されています。  
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（２）ホームページによる情報発信（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水循環のしくみ 

水道施設の現状 

 

安心・安全な水道水を供給し続けるた

めに、耐震化を含む老朽管、さらに浄

水場など施設の適切な維持管理や更新

を実施しなければならない現状を説明 

水道事業経営の現状 

 

いただいている水道料金がどのように

使われているのかを解説するととも

に、持続可能な水道事業経営を行う上

で、今後の施設の更新にどのくらい経

費が必要で、現状ではどの程度不足す

るのかを説明 


